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第一部【ファンド情報】
 
第１【ファンドの状況】
１【ファンドの性格】

 

(1)【ファンドの目的及び基本的性格】

①ファンドの目的

当ファンドは、投資信託財産の中長期的な成長を図ることを目標として運用を行います。

②信託金の限度額

委託会社は、受託会社と合意のうえ、金1,000億円を限度として信託金を追加することができ

ます。追加信託が行われたときは、受託会社はその引き受けを証する書面を委託会社に交付しま

す。なお、委託会社は、受託会社と合意のうえ、当該限度額を変更することができます。

③ファンドの基本的性格

ａ．ファンドの商品分類

商品分類項目 商品分類の定義

単位型・追加
型の別

単位型投信 一度設定されたファンドであってもその後追加
設定が行われ従来の信託財産とともに運用され
るファンド追加型投信

投資対象地域 国内 目論見書または信託約款において、組入資産に
よる主たる投資収益が実質的に海外の資産を源
泉とする旨の記載があるもの

海外

内外

投資対象資産 株式 債券 目論見書または信託約款において、組入資産に
よる主たる投資収益が実質的に株式を源泉とす
る旨の記載があるもの

不動産投信 その他資産

資産複合  

＊当ファンドの商品分類を網掛け表示しております。該当する定義は上記のとおりですが、その他の定義につ

いては、社団法人　投資信託協会のホームページ（http://www.toushin.or.jp/）をご覧ください。

 

ｂ．ファンドの属性区分

属性区分項目 属性区分の定義

投資対象
資産

 株式 目論見書または信託約款において、その他
資産（投資信託証券）を投資対象とする
旨の記載があるもの
※当ファンドが投資対象とする投資信託
証券（親投資信託）は、株式（一般）を
投資対象としており、当ファンドの実質
的な投資収益の源泉は株式（一般）で
す

 (一般) (大型株)

 (中小型株)  

 債券

 (一般) (公債)

 (社債) (その他債券)

 (クレジット属性)  

不動産投信

その他資産（投資信託証券）

 資産複合

 (資産配分固定型) (資産配分変更型)

決算頻度 年1回 年2回 目論見書または信託約款において、年１回
決算する旨の記載があるもの年4回 年6回（隔月）

年12回（毎月） 日々

その他  
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投資対象
地域

グローバル 日本 目論見書または信託約款において、組入資
産による投資収益が世界の資産を源泉とす
る旨の記載があるもの
※なお、当ファンドにおいては「世界の資
産」の中に「日本」を含みません

北米 欧州

アジア オセアニア

中南米 アフリカ

中近東（中東） エマージング

投資形態
ファミリーファンド

目論見書または信託約款において、親投資
信託（ファンド・オブ・ファンズにのみ投
資されるものを除く。）を投資対象として
投資するものファンド・オブ・ファンズ

為替
ヘッジ

為替ヘッジあり 目論見書または信託約款において、為替の
ヘッジを行わない旨の記載があるものまた
は為替のヘッジを行う旨の記載がないもの為替ヘッジなし

＊当ファンドの属性区分を網掛け表示しております。該当する定義は上記のとおりですが、その他の定義につ

いては、社団法人　投資信託協会のホームページ（http://www.toushin.or.jp/）をご覧ください。

 

④ファンドの特色

 

インベスコ　海外株式オープン（以下、「当ファンド」または「ファンド」

といいます。）は、主として、インベスコ　海外株式　マザーファンド（以下

「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、日本を除く

世界各国の株式に投資を行うことにより、投資信託財産の中長期的な成長

を目指します。

 

実質外貨建資産
※１
への投資に当たっては、原則として為替ヘッジを行い

ません。

※１　実質外貨建資産とは、ファンドに属する外貨建資産（外国通貨表示の有価証

券（以下「外貨建有価証券」といいます。）、ならびに外国通貨表示の預金お

よびその他の資産をいいます。以下同じ。）の時価総額と、マザーファンドに属

する外貨建資産のうちファンドに属するとみなした額（ファンドに属するマ

ザーファンドの時価総額にマザーファンドの純資産総額に占める外貨建資産

の時価総額の割合を乗じて得た額をいいます。）との合計額をいいます。以下

同じです。
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ＭＳＣＩコクサイ指数（円換算、配当込み）
※２
をベンチマーク

※３
としま

す。

※２◇ＭＳＣＩコクサイ指数（円換算、配当込み）とは、ＭＳＣＩインクが算出す

る基準日前営業日のＭＳＣＩコクサイ指数（米ドルベース、配当込み）の数

値を、委託会社が基準日当日の米ドル為替レート（対顧客電信売買相場の仲

値）で独自に円換算したものです。

◇ＭＳＣＩコクサイ指数（米ドルベース、配当込み）は、ＭＳＣＩインクが算

出する株式インデックス（指数）の一つです。ＭＳＣＩインデックスは、Ｍ

ＳＣＩインクの知的財産であり、ＭＳＣＩはＭＳＣＩインクのサービスマー

クです。

◇この情報はＭＳＣＩインクの営業秘密であり、またその著作権はＭＳＣＩイ

ンクに帰属しており、その許諾なしにコピーを含め電子的、機械的な一切の

手段その他あらゆる形態を用い、またはあらゆる情報保存、検索システムを

用いて出版物、資料、データ等の全部または一部を複製・頒布・使用等する

ことは禁じられています。

また、ここに掲載される全ての情報は、信頼の置ける情報源から得たもので

ありますが、その確実性及び完結性をＭＳＣＩインクは何ら保証するもので

はありません。

◇ＭＳＣＩコクサイ指数の構成国や構成銘柄等は、適宜見直しが行われます。

かかる見直しに伴い、ファンドはベンチマークを変更することがあります。

※３　ベンチマークとは、ファンドのパフォーマンス評価やポートフォリオのリス

ク管理を行う際の基準となる指標のことです。当ファンドは、中長期的にベン

チマークを上回る投資成果を得ることを目的としていますが、ベンチマークを

上回る投資成果をあげることを保証するものではありません。

　

当ファンドは、ファミリーファンド方式
※４
により運用を行います。

※４　ファミリーファンド方式とは、複数のファンドを合同運用する仕組みで、受益

者から投資された資金をまとめてベビーファンドとし、その資金の全部または

一部をマザーファンドに投資して実質的な運用を行う仕組みです。

なお、ファンドは投資状況により、マザーファンドのほか株式等に直接投資

する場合や、マザーファンドと同様の運用を行う場合があります。

 

 

インベスコ・アドバイザーズ・インク
※５
（米国、アトランタ）にマザー

ファンドの運用指図に関する権限を委託します。

※５　上記の投資顧問会社は、米国におけるグループ会社の再編に伴い、平成21年12

月31日付で「インベスコ・グローバル・アセット・マネジメント（N.A.）イ

ンク」が再編・社名変更したものです。以下同じです。

　

 

⑤ファンドの投資哲学と運用スタイル
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ファンドの投資哲学と運用スタイル

☆市場は完全には効率的ではなく、個別銘柄の選択によって超過収益を獲得することが可能
と考えます。

☆個別銘柄選択を重視したポートフォリオ構築を行います。
☆独自手法による定量的な分析手法によって、複数の重要な財務データを調整し、グローバル
企業の財務分析を行います。

☆分析したグローバル企業の中から選んだ調査対象銘柄に対し、綿密なグローバル・セク
ター・リサーチ（ファンダメンタル分析）を行います。

☆ベンチマークと比較したポートフォリオの分散特性を確認するために、ユニークな指標を
用い、厳格なリスク管理を行います。

 

⑥ファンドの運用プロセス

運用プロセス
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資金動向、市況動向の急激な変化が生じたとき、およびこれらに準ずる事態が生じたとき、

あるいは投資信託財産の規模が上記の運用を行うに適さないものとなったときは、上記の

運用ができない場合があります。

＊当初設定日直後、大量の追加設定または解約が発生したとき、償還の準備に入ったときなどが含まれ

ます。

 

(2)【ファンドの仕組み】

①ファンドの運営の仕組み

ａ．ファンドの関係法人の概要

 

ｂ．委託会社およびファンドの関係法人の役割

委託会社

インベスコ投信投資顧問株式会社

投資信託財産の運用指図、信託約款の届け出、受託会

社との信託契約の締結・解約の実行、受益権の発行、

投資信託説明書（交付目論見書）・投資信託説明書

（請求目論見書）・運用報告書の作成、投資信託財産

の計算（受益権の基準価額の計算）および投資信託

財産に関する帳簿書類の作成などを行います。

受託会社

三菱UFJ信託銀行株式会社

＜再信託受託会社＞

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社

委託会社との信託契約の締結、投資信託財産の保管・

管理・計算などを行います。

なお、日本マスタートラスト信託銀行株式会社に信託

事務の一部を委託することがあります。
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販売会社 受益権の募集・販売の取り扱いを行い、投資信託説明

書（交付目論見書）・投資信託説明書（請求目論見

書）の交付、運用報告書の交付代行、分配金・解約金

・償還金の支払いおよび分配金の再投資に関する事

務などを行います。

投資顧問会社

インベスコ・アドバイザーズ・イ

ンク

委託会社よりマザーファンドの運用指図に関する権

限の委託を受けて、マザーファンドの運用指図、投資

判断・発注などを行います。

 

 

ｃ．委託会社がファンドの関係法人と締結している契約等の概要

受託会社と締結している契約：

証券投資信託契約

信託約款に基づき締結され、運用方針、投資制限、委託

会社・受託会社の業務、受益者の権利、信託報酬の総

額、信託期間などファンドの運営に関する事項が規定

されています。

販売会社と締結している契約：

受益権の募集・販売等に関する契

約

受益権の募集・販売の取り扱い、分配金・解約金・償

還金の支払いに関する事務、その他これらに付随する

事務および手続きなどの内容が規定されています。

投資顧問会社と締結している契約

：

運用指図に関する権限の委託契約

委託会社が投資顧問会社に委託するマザーファンド

の運用指図に関する業務の内容、当該業務にかかる投

資顧問会社の報酬、契約の期間および終了手続きなど

が規定されています。

 

　　次へ
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②委託会社等の概況

ａ．名称（商号等） インベスコ投信投資顧問株式会社

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第306号

ｂ．加入協会 社団法人　投資信託協会

社団法人　日本証券投資顧問業協会

ｃ．代表者の役職氏名 代表取締役社長　アレクサンダー・モーリス・プラウト

ｄ．本店の所在の場所 東京都港区虎ノ門四丁目３番１号

城山トラストタワー25階

ｅ．資本金 480百万円　（平成21年12月30日現在）

ｆ．沿革  

昭和58(1983)年東京に事務所を開設し、日本株式の運用を開始

昭和62(1987)年投資顧問業者として関東財務局に登録、また投資一任業務

の認可を取得

平成２(1990)年インベスコ投信株式会社を設立

平成４(1992)年厚生年金基金の運用を受託

平成７(1995)年公的年金の運用を受託

平成８(1996)年投資顧問会社と投信会社が合併し、インベスコ投信投資顧

問株式会社に社名変更

平成10(1998)年エル・ジー・ティー投信・投資顧問株式会社と合併

ｇ．大株主の状況（平成21年12月30日現在）

名称 住所 所有株式数 所有比率

インベスコ・アセット・

マネジメント・リミテッ

ド

英国ロンドン市フィンズベリー

スクウェア 30番地EC2A 1AG
9,600株100％

 

ｈ．委託会社の属する企業グループについて（平成21年12月末現在）

委託会社はインベスコ・リミテッドを持株会社とする独立系運用会社です。インベスコ・

リミテッドの組織図、グローバルネットワークおよび運用資産残高の推移は以下のとおりで

す。

インベスコ・リミテッド組織図
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＊米ドルの円換算は、平成21年12月末現在の株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲

値（１米ドル＝92.10円）によります。上記組織図はグループの概略を示したものであり、その法的

位置付けを表したものではありません。

 

グローバルネットワーク

 

 

 

運用資産残高の推移

 

＊米ドルの円換算は、各末日現在の株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値により

ます。
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２【投資方針】

 

(1)【投資方針】

①基本方針

当ファンドは、投資信託財産の中長期的な成長を図ることを目標として運用を行います。

②主な投資態度

ａ．マザーファンド受益証券への投資を通じて、日本を除く世界各国の株式に投資を行うこと

により、投資信託財産の中長期的な成長を目指します。

ｂ．運用にあたっては、ボトムアップ・アプローチに基づく銘柄選択をベースとしたアクティ

ブ運用を行います。

ｃ．実質外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行いません。

ｄ．投資状況により、マザーファンドと同様の運用を行う場合があります。

ｅ．資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。

ｆ．インベスコ・アドバイザーズ・インクにマザーファンドの運用指図に関する権限を委託し

ます。

 

(2)【投資対象】

①投資対象とする資産の種類（信託約款第20条）

当ファンドにおいて投資の対象とする資産の種類は、次に掲げる特定資産（「特定資産」と

は、投資信託及び投資法人に関する法律第２条第１項で定めるものをいいます。以下同じ。）と

します。

ａ．有価証券

ｂ．デリバティブ取引にかかる権利（金融商品取引法第２条第20項に規定するものをいい、信

託約款第27条および第28条に定めるものに限ります。）

ｃ．約束手形

ｄ．金銭債権

②投資対象とする有価証券（信託約款第20条の２第１項）

委託会社は、信託金を、主としてマザーファンドの受益証券ならびに次の有価証券（金融商品

取引法第２条第２項の規定により有価証券とみなされる同項各号に掲げる権利を除きます。）

に投資することを指図します。

ａ．株券または新株引受権証書

ｂ．国債証券

ｃ．地方債証券

ｄ．特別の法律により法人の発行する債券

ｅ．社債券（新株引受権証券と社債券が一体となった新株引受権付社債券（以下「分離型新株

引受権付社債券」といいます。）の新株引受権証券を除きます。）

ｆ．特定目的会社にかかる特定社債券（金融商品取引法第２条第１項第４号で定めるものをい

います。）

ｇ．特別の法律により設立された法人の発行する出資証券（金融商品取引法第２条第１項第６

号で定めるものをいいます。）

ｈ．協同組織金融機関にかかる優先出資証券（金融商品取引法第２条第１項第７号で定めるも

のをいいます。）
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ｉ．特定目的会社にかかる優先出資証券または新優先出資引受権を表示する証券（金融商品取

引法第２条第１項第８号で定めるものをいいます。）

ｊ．コマーシャル・ペーパー

ｋ．新株引受権証券（分離型新株引受権付社債券の新株引受権証券を含みます。以下同じ。）お

よび新株予約権証券

ｌ．外国または外国の者の発行する証券または証書で、前各号の証券または証書の性質を有す

るもの

ｍ．投資信託または外国投資信託の受益証券（金融商品取引法第２条第１項第10号で定めるも

のをいいます。）

ｎ．投資証券もしくは投資法人債券または外国投資証券（金融商品取引法第２条第１項第11号

で定めるものをいいます。）

ｏ．外国貸付債権信託受益証券（金融商品取引法第２条第１項第18号で定めるものをいいま

す。）

ｐ．オプションを表示する証券または証書（金融商品取引法第２条第１項第19号で定めるもの

をいい、有価証券にかかるものに限ります。）

ｑ．預託証書（金融商品取引法第２条第１項第20号で定めるものをいいます。）

ｒ．外国法人が発行する譲渡性預金証書

ｓ．貸付債権信託受益権であって金融商品取引法第２条第１項第14号で定める受益証券発行信

託の受益証券に表示されるべきもの

ｔ．外国の者に対する権利で前号の有価証券の性質を有するもの

なお、ａ．の証券または証書、ｌ．ならびにｑ．の証券または証書のうちａ．の証券または

証書の性質を有するものを以下「株式」といい、ｂ．からｆ．までの証券およびｌ．ならび

にｑ．の証券または証書のうちｂ．からｆ．までの証券の性質を有するものおよびｎ．に記

載する証券のうち投資法人債券を以下「公社債」といい、ｍ．の証券およびｎ．（投資法人

債券を除きます。）の証券を以下「投資信託証券」といいます。

③投資対象とする金融商品（信託約款第20条の２第２項）

委託会社は、信託金を、前記「②投資対象とする有価証券」に掲げる有価証券のほか、次に掲

げる金融商品（金融商品取引法第２条第２項の規定により有価証券とみなされる同項各号に掲

げる権利を含みます。）により運用することを指図することができます。

ａ．預金

ｂ．指定金銭信託（金融商品取引法第２条第１項第14号に規定する受益証券発行信託を除きま

す。）

ｃ．コール・ローン

 

(3)【運用体制】

①インベスコ・アドバイザーズ・インクの運用体制
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運用体制図

 

マザーファンドの運用

体制の概要

委託会社は、マザーファンドの運用指図に関する権限をインベス

コ・アドバイザーズ・インクに委託します。

マザーファンドの運用は、インベスコ・アドバイザーズ・インク

のグローバル株式チームが担当します。

ポートフォリオ・マネ

ジメント・チーム

投資対象銘柄の調査分析、投資判断、ポートフォリオの構築および

管理を行います。

インベストメント・ア

ナリティクス・チーム

インベストメント・モデル開発、定量分析、投資適格銘柄ユニバー

ス管理、トレーティング・デスクへの運用指示、パフォーマンスと

リスクの分析管理を行います。

プロダクト・マネジメ

ント・チーム

顧客サービス、プロダクト・スペシャリスト業務、運用報告の支援

を行います。

 

②ファンドの関係法人に対する管理体制

関係法人に対する管理体制の概要
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内部管理および意思決

定を監督する組織

リスク・マネジメント部（２～３名程度）は、ファンドの運用リ

スク分析・モニタリングを行い、その結果を運用リスク管理委員

会、コンプライアンス部および運用部門に報告します。

運用リスク管理委員会（10名程度）は、リスク・マネジメント部

からの報告を基に、運用の適切性・妥当性を検証、審議します。

＊詳しくは、「投資リスク」の(2)投資リスクに対する管理体制をご覧下さ

い。

運用に関する社内規定 ファンドの運用に関する社内規定として「運用業務規程」、リス

ク管理に関する社内規定として「リスク管理規程」があります。

ファンドの関係法人に

対する管理体制

投資顧問会社の管理・統制については、運用内容に関する十分な

情報開示を求め、運用方針と運用内容に乖離がないかを確認しま

す。また、定性・定量面における評価を継続的に実施します。

受託会社などの管理・統制については、外部監査法人による「内

部統制監査報告書」を入手し、検証・モニタリングなどを行って

おります。

 

◆上記運用体制における組織名称などは、平成21年12月31日現在のものであり、委託会社または

投資顧問会社の組織変更などにより変更となる場合があります。

 

(4)【分配方針】

①ファンドの決算日

年１回の11月30日（同日が休業日の場合は翌営業日）。

②分配方針（信託約款　運用の基本方針　３．収益分配方針等）

委託会社は、原則として以下の方針に基づき収益の分配を行います。

ａ．分配対象額の範囲

分配対象額は、経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額とし

ます。

ｂ．分配方針

分配金額は、委託会社が、基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配対

象額が少額の場合は分配を行わないこともあります。

ｃ．留保益の運用方針

留保益の運用については、特に制限を設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の

運用を行います。

③利益の処理方法（信託約款第47条）

ａ．投資信託財産から生ずる毎計算期末における利益は、次の方法により処理します。

イ．配当金、利子、貸付有価証券にかかる品貸料およびこれらに類する収益から支払利息を控

除した額（以下「配当等収益」といいます。）は、諸経費および当該諸経費にかかる消費税

等相当額、ならびに信託報酬および当該信託報酬にかかる消費税等相当額を控除した後、そ

の残金を受益者に分配することができます。なお、次期以降の分配金に充てるため、その一

部を分配準備積立金として積み立てることができます。

＊　諸経費とは、投資信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用（監査費用を含みます。）お

よび受託会社の立て替えた立替金の利息をいいます。以下同じです。

ロ．売買損益に評価損益を加減した利益金額（以下「売買益」といいます。）は、諸経費およ

び当該諸経費にかかる消費税等相当額、ならびに信託報酬および当該信託報酬にかかる消
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費税等相当額を控除し、繰越欠損金のあるときは、その全額を売買益をもって補てんした

後、受益者に分配することができます。なお、次期以降の分配に充てるため、分配準備積立金

として積み立てることができます。

ｂ．毎計算期末において、投資信託財産につき生じた損失は、次期に繰り越します。

④分配金の支払い

ａ．「分配金再投資コース」

分配金は、税引き後無手数料で再投資されます。

ｂ．「分配金受取りコース」

分配金は、原則として決算日から起算して５営業日目までに販売会社でお支払いを開始し

ます。

＊分配金は、決算日において振替機関等の振替口座簿に記載または記録されている受益者（当該分配金にか

かる決算日以前において、一部解約が行われた受益権にかかる受益者を除きます。また、当該分配金にかか

る決算日以前に設定された受益権で、取得申込代金支払い前のため販売会社の名義で記載または記録され

ている受益権については、原則として、取得申込者とします。）に支払います。

＊「分配金再投資コース」の分配金の再投資により増加した受益権は、振替口座簿に記載または記録されま

す。

 

(5)【投資制限】

①信託約款上の投資制限

ａ．マザーファンドへの投資制限（信託約款　運用の基本方針２．運用方法(3)投資制限②）

マザーファンドへの投資割合には制限を設けません。

ｂ．株式への投資制限（信託約款　運用の基本方針２．運用方法(3)投資制限①）

株式への実質投資割合
※１
には制限を設けません。

※１　実質投資割合とは、投資信託財産に属する資産の時価総額と、マザーファンドに属する資産のうち投

資信託財産に属するとみなした額（投資信託財産に属するマザーファンドの時価総額にマザーファ

ンドの純資産総額に占める当該資産の時価総額の割合を乗じて得た額をいいます。）との合計額の投

資信託財産の純資産総額に対する割合をいいます。以下同じです。

ｃ．投資する株式などの範囲（信託約款第23条）

イ．委託会社が投資することを指図する株式、新株引受権証券および新株予約権証券は、金融

商品取引所
※２
に上場されている株式の発行会社の発行するもの、および金融商品取引所に

準ずる市場において取引されている株式の発行会社の発行するものとします。ただし、株主

割当または社債権者割当により取得する株式、新株引受権証券および新株予約権証券につ

いては、この限りではありません。

※２　金融商品取引所とは、金融商品取引法第２条第16項に規定する金融商品取引所および金融商品取引

法第２条第８項第３号ロに規定する外国金融商品市場をいいます。以下同じです。

　　　なお、金融商品取引所を単に「取引所」という場合があり、取引所のうち、有価証券の売買または金融

商品取引法第28条第８項第３号もしくは同項第５号の取引を行う市場および当該市場を開設する者

を「証券取引所」という場合があります。

ロ．前イ．の規定にかかわらず、上場予定または登録予定の株式、新株引受権証券および新株

予約権証券で目論見書などにおいて上場または登録されることが確認できるものについて

は、委託会社が投資することを指図することができるものとします。

ｄ．同一銘柄の株式などへの投資制限（信託約款第24条）
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イ．委託会社は、取得時において投資信託財産に属する同一銘柄の株式の時価総額とマザー

ファンドの投資信託財産に属する当該同一銘柄の株式の時価総額のうち投資信託財産に属

するとみなした額との合計額が、投資信託財産の純資産総額の100分の10を超えることとな

る投資の指図をしません。

ロ．委託会社は、投資信託財産に属する同一銘柄の新株引受権証券および新株予約権証券の

時価総額とマザーファンドの投資信託財産に属する当該同一銘柄の新株引受権証券および

新株予約権証券の時価総額のうち投資信託財産に属するとみなした額との合計額が、投資

信託財産の純資産総額の100分の５を超えることとなる投資の指図をしません。

ハ．前イ．および前ロ．において、投資信託財産に属するとみなした額とは、投資信託財産に

属するマザーファンドの時価総額にマザーファンドの投資信託財産の純資産総額に占める

当該資産の時価総額の割合を乗じて得た額をいいます。

ｅ．新株引受権証券などへの投資制限（信託約款第20条の２第４項）

イ．委託会社は、取得時において投資信託財産に属する新株引受権証券および新株予約権証

券の時価総額とマザーファンドに属する新株引受権証券および新株予約権証券の時価総額

のうち投資信託財産に属するとみなした額との合計額が、投資信託財産の純資産総額の100

分の20を超えることとなる投資の指図をしません。

ロ．前イ．において、投資信託財産に属するとみなした額とは、投資信託財産に属するマザー

ファンドの時価総額にマザーファンドの投資信託財産の純資産総額に占める当該資産の時

価総額の割合を乗じて得た額をいいます。

ｆ．投資信託証券への投資制限（信託約款第20条の２第５項）

イ．委託会社は、投資信託財産に属するマザーファンド受益証券以外の投資信託証券の時価

総額とマザーファンドに属する投資信託証券の時価総額のうち投資信託財産に属するとみ

なした額との合計額が、投資信託財産の純資産総額の100分の５を超えることとなる投資の

指図をしません。

ロ．前イ．において、投資信託財産に属するとみなした額とは、投資信託財産に属するマザー

ファンドの時価総額にマザーファンドの投資信託財産の純資産総額に占める当該資産の時

価総額の割合を乗じて得た額をいいます。

ｇ．同一銘柄の転換社債などへの投資制限（信託約款第25条）

イ．委託会社は、投資信託財産に属する同一銘柄の転換社債および転換社債型新株予約権付

社債
※３
の時価総額とマザーファンドの投資信託財産に属する当該同一銘柄の転換社債型

新株予約権付社債の時価総額のうち投資信託財産に属するとみなした額との合計額が、投

資信託財産の純資産総額の100分の10を超えることとなる投資の指図をしません。

※３　新株予約権付社債のうち会社法第236条第１項第３号の財産が当該新株予約権付社債についての社

債であって当該社債と当該新株予約権がそれぞれ単独で存在し得ないことをあらかじめ明確にして

いるもの、ならびに会社法施行前の旧商法第341条ノ３第１項第７号および第８号の定めがあるもの

をいいます。以下同じです。

ロ．前イ．において、投資信託財産に属するとみなした額とは、投資信託財産に属するマザー

ファンドの時価総額にマザーファンドの投資信託財産の純資産総額に占める当該資産の時

価総額の割合を乗じて得た額をいいます。

ｈ．信用取引の指図範囲（信託約款第26条）

イ．委託会社は、投資信託財産の効率的な運用に資するため、信用取引により株券を売付ける

ことの指図をすることができます。なお、当該売付の決済については、株券の引き渡しまた
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は買戻により行うことの指図をすることができるものとします。

ロ．前イ．の信用取引の指図は、当該売付にかかる建玉の時価総額が投資信託財産の純資産

総額の範囲内である場合においてできるものとします。

ハ．投資信託財産の一部解約等の事由により前ロ．の売付にかかる建玉の時価総額が投資信

託財産の純資産総額を超えることとなった場合には、委託会社は速やかに、その超える額に

相当する売付の一部を決済するための指図をするものとします。

ｉ．先物取引等の運用指図（信託約款第27条）

イ．委託会社は、投資信託財産に属する資産の効率的な運用に資するため、ならびに価格変動

リスクを回避するため、わが国の金融商品取引所における有価証券先物取引（金融商品取

引法第28条第８項第３号イに掲げるものをいいます。以下同じです。）、有価証券指数等先

物取引（金融商品取引法第28条第８項第３号ロに掲げるものをいいます。以下同じです。）

および有価証券オプション取引（金融商品取引法第28条第８項第３号ハに掲げるものをい

います。以下同じです。）ならびに外国の取引所におけるこれらの取引と類似の取引を行う

ことの指図をすることができます。なお、選択権取引は、オプション取引に含めて取扱うも

のとします（以下同じです。）。

ロ．委託会社は投資信託財産に属する資産の効率的な運用に資するため、ならびに為替変動

リスクを回避するため、わが国の取引所における通貨にかかる先物取引ならびに外国の取

引所における通貨にかかる先物取引およびオプション取引を行うことの指図をすることが

できます。

ハ．委託会社は、投資信託財産に属する資産の効率的な運用に資するため、ならびに価格変動

リスクを回避するため、わが国の取引所における金利にかかる先物取引およびオプション

取引ならびに外国の取引所におけるこれらの取引と類似の取引を行うことの指図をするこ

とができます。

ｊ．スワップ取引の運用指図（信託約款第28条）

イ．委託会社は、投資信託財産に属する資産の効率的な運用に資するため、ならびに価格変動

リスクを回避するため、異なった通貨、異なった受取金利または異なった受取金利とその元

本を一定の条件のもとに交換する取引（以下「スワップ取引」といいます。）を行うこと

の指図をすることができます。

ロ．スワップ取引の指図にあたっては、当該取引の契約期限が、原則としてファンドの信託期

間を超えないものとします。ただし、当該取引が当該信託期間内で全部解約が可能なものに

ついてはこの限りではありません。

ハ．スワップ取引の評価は、当該取引契約の相手方が市場実勢金利等をもとに算出した価額

で評価するものとします。

ニ．委託会社は、スワップ取引を行うにあたり担保の提供あるいは受入れが必要と認めたと

きは、担保の提供あるいは受入れの指図を行うものとします。

ｋ．有価証券の貸付の指図および範囲（信託約款第29条）

イ．委託会社は、投資信託財産の効率的な運用に資するため、投資信託財産に属する株式およ

び公社債を次の(ⅰ)および(ⅱ)の範囲内で貸付の指図をすることができます。

(ⅰ)株式の貸付は、貸付時点において、貸付株式の時価合計額が、投資信託財産で保有する株

式の時価合計額の50％を超えないものとします。

(ⅱ)公社債の貸付は、貸付時点において、貸付公社債の額面金額の合計額が、投資信託財産で

保有する公社債の額面金額の合計額の50％を超えないものとします。
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ロ．前イ．の(ⅰ)および(ⅱ)に定める限度額を超えることとなった場合には、委託会社は、速

やかにその超える額に相当する契約の一部の解約を指図するものとします。

ハ．委託会社は、有価証券の貸付にあたって必要と認めたときは、担保の受入れの指図を行う

ものとします。

ｌ．特別の場合の外貨建有価証券への投資制限（信託約款第30条）

外貨建有価証券への投資については、わが国の国際収支上の理由等により特に必要と認め

られる場合には、制約されることがあります。

ｍ．外貨建資産への投資制限（信託約款　運用の基本方針２．運用方法(3)投資制限③）

外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。

ｎ．外国為替予約の指図（信託約款第31条）

イ．委託会社は、投資信託財産の効率的な運用に資するため、ならびに投資信託財産に属する

外貨建資産の額とマザーファンドの投資信託財産に属する外貨建資産のうち投資信託財産

に属するとみなした額との合計額についての為替変動リスクを回避するため、外国為替の

売買の予約を指図することができます。

ロ．前イ．の予約取引の指図は、投資信託財産にかかる為替の買予約の合計額と売予約の合

計額との差額につき円換算した額が、投資信託財産の純資産総額を超えないものとします。

ただし、投資信託財産に属する外貨建資産とマザーファンドの投資信託財産に属する外貨

建資産のうち投資信託財産に属するとみなした額との合計額について為替変動リスクを回

避するためにする当該予約取引の指図については、この限りではありません。

ハ．前ロ．の限度額を超えることとなった場合には、委託会社は所定の期間内に、その超える

額に相当する為替予約の一部を解消するための外国為替の売買の予約取引の指図をするも

のとします。

ニ．上記イ．およびロ．において投資信託財産に属するとみなした額とは、投資信託財産に

属するマザーファンドの時価総額にマザーファンドの投資信託財産の純資産総額に占める

当該資産の時価総額の割合を乗じて得た額をいいます。

ｏ．資金の借り入れ（信託約款第40条）

イ．委託会社は、投資信託財産の効率的な運用ならびに運用の安定性に資するため、一部解約

に伴う支払資金の手当て（一部解約に伴う支払資金の手当のために借り入れた資金の返済

を含みます。）を目的として、および再投資にかかる分配金の支払資金の手当てを目的とし

て、資金借り入れ（コール市場を通じる場合を含みます。）の指図をすることができます。

なお、当該借入金をもって有価証券等の運用は行わないものとします。

ロ．前イ．の資金借入額は、次の(ⅰ)から(ⅲ)に掲げる要件を満たす範囲内の額とします。

(ⅰ)一部解約に伴う支払資金の手当てにあたっては、一部解約金の支払資金の手当のために

行った有価証券等の売却または解約等ならびに有価証券等の償還による受け取りの確

定している資金の額の範囲内

(ⅱ)再投資にかかる分配金の支払資金の手当てにあたっては、分配金の再投資額の範囲内

(ⅲ)借入れ指図を行う日における投資信託財産の純資産総額の10％以内

ハ．一部解約に伴う支払資金の手当てのための借入期間は、受益者への解約代金支払開始日

から投資信託財産で保有する有価証券等の売却代金の受渡日までの間または受益者への解

約代金支払開始日から投資信託財産で保有する有価証券等の解約代金入金日までの間もし

くは受益者への解約代金支払開始日から投資信託財産で保有する有価証券等の償還金の入

金日までの期間が５営業日以内である場合の当該期間とします。
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ニ. 再投資にかかる分配金の支払資金の手当てのための借入期間は、投資信託財産から分配

金が支弁される日からその翌営業日までとします。

ホ．借入金の利息は、投資信託財産中から支弁します。

ｐ．有価証券の売却等の指図（信託約款第38条）

委託会社は、投資信託財産に属するマザーファンドの受益証券にかかる信託契約の一部解

約の請求ならびに投資信託財産に属する有価証券の売却等の指図ができます。

ｑ．再投資の指図（信託約款第39条）

委託会社は、前ｐ．の規定による一部解約の代金、売却代金、有価証券にかかる償還金等、株

式の清算分配金、有価証券にかかる利子等、株式の配当金およびその他の収入金を再投資する

ことの指図ができます。

②法令に基づく投資制限

ａ．デリバティブ取引にかかる投資制限（金融商品取引業等に関する内閣府令第130条第１項

第８号）

委託会社は、信託財産に関して、金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標

にかかる変動その他の理由により発生し得る危険に対応する額としてあらかじめ委託会社が

定めた合理的な方法により算出した額が当該信託財産の純資産額を超えることとなる場合に

おいて、デリバティブ取引（新株予約権証券またはオプションを表示する証券もしくは証書

にかかる取引および選択権付債券売買を含みます。）を行い、または継続することを受託会社

に指図しないものとします。

ｂ．同一の法人の発行する株式の投資制限（投資信託及び投資法人に関する法律第９条）

委託会社は、同一の法人の発行する株式を、下記イ．に掲げる数がロ．に掲げる数を超える

こととなる場合においては、投資信託財産をもって取得することを受託会社に指図しないも

のとします。

イ．その運用の指図を行うすべての委託者指図型投資信託につき、投資信託財産として有す

る当該株式にかかる議決権の総数

ロ．当該株式にかかる議決権の総数に100分の50を乗じて得た数

 

 

（参考）マザーファンドの投資方針

インベスコ　海外株式　マザーファンド

１　基本方針

この投資信託は、投資信託財産の中長期的な成長を図ることを目標として運用を行います。

 

２　運用方法

(1)投資対象

日本を除く世界各国の株式を主要投資対象とします。

 

(2)投資態度

①日本を除く世界各国の株式の中から、企業の収益性、成長性、安定性等を総合的に勘案して選定

した銘柄に分散投資を行います。

②ボトムアップ・アプローチに基づく銘柄選択を重視した運用を行います。

③外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行いません。
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④資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。

⑤インベスコ・アドバイザーズ・インクに運用の指図に関する権限を委託します。

 

(3)投資制限

①　株式への投資割合には制限を設けません。

②　外貨建資産への投資割合には制限を設けません。

③　新株引受権証券および新株予約権証券への投資割合は、取得時において投資信託財産の純資産

総額の20％以下とします。

④　同一銘柄の株式への投資割合は、取得時において投資信託財産の純資産総額の10％以下としま

す。

⑤　同一銘柄の新株引受権証券および新株予約権証券への投資割合は、投資信託財産の純資産総額

の５％以下とします。

⑥　同一銘柄の転換社債、ならびに新株予約権付社債のうち会社法第236条第１項第３号の財産が

当該新株予約権付社債についての社債であって当該社債と当該新株予約権がそれぞれ単独で存

在し得ないことをあらかじめ明確にしているもの（以下会社法施行前の旧商法第341条ノ３第

１項第７号および第８号の定めがある新株予約権付社債を含め「転換社債型新株予約権付社

債」といいます。）への投資割合は、投資信託財産の純資産総額の10％以下とします。

⑦　投資信託証券への投資割合は、投資信託財産の純資産総額の５％以下とします。
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３【投資リスク】

 

　投資信託はリスクを含む商品であり、当ファンドは、外国の株式など値動き
のある有価証券に投資しますので、組入株式の価格の下落や、組入株式の発
行者の倒産、財務状況の悪化などの影響により、基準価額が下落し、損失を被
ることがあります。また、外貨建ての資産は、為替変動による影響も受けま
す。したがって、ご投資家の皆さまの投資元本は保証されているものではな
く、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがありま
す。
　委託会社の指図に基づく行為により投資信託財産に生じた利益および損失
は、すべて受益者に帰属します。
　投資信託は、預金保険機構または保険契約者保護機構の保護の対象ではあ
りません。また、登録金融機関は投資者保護基金には加入しておりません。
　ご投資家の皆さまにおかれましては、当ファンドの内容・リスクを十分ご
理解のうえお申し込みください。
 

 

(1)基準価額の変動要因等

①基準価額の主な変動要因

株価の変動リスク

（価格変動リスク・

　信用リスク）

株価は、政治・経済情勢、発行企業の業績、市場の需給などを反映

して変動し、下落することがあります。また、発行企業が経営不安、

倒産などに陥った場合には、投資資金が回収できなくなることも

あります。これらの影響により、基準価額が下落することがありま

す。

為替変動リスク 為替レートは、各国の金利動向、政治・経済情勢、為替市場の需給、

その他の要因により大幅に変動する場合があります。組入外貨建

資産について日本円で評価する際、当該外貨の為替レートが円高

方向に変動した場合には、基準価額が下落することがあります。

 

②基準価額のその他の変動要因

解約資金手当によるリ

スク

短期間に相当金額の解約資金の手当てを行うため、市場の規模や

動向によっては、市場実勢を押し下げ、当初期待された価格で有価

証券を売却できないことがあります。

コール・ローン等の相

手先に関する信用リス

ク

コール・ローン等の短期金融商品で運用する場合、相手先の債務

不履行により損失が発生する場合があります。この影響により、基

準価額が下落することがあります。

ファミリーファンド方

式にかかるリスク

マザーファンド受益証券に投資する他のベビーファンドの追加設

定・解約等に伴う資金変動などが生じ、マザーファンドにおいて

組入有価証券の売買が行われた場合などには、組入有価証券等の

価格の変化や売買手数料などの負担がマザーファンドの基準価額

に影響を及ぼすことがあります。

 

 

(2)投資リスクに対する管理体制

①リスク管理体制の概要
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リスク管理体制の概要

 

リ ス ク 管 理 委 員 会

（RMC）

取締役会で定めたリスク管理の基本方針、およびリスク管理規

程に従い、包括的なリスク管理を「リスク管理委員会」(以下

「RMC」といいます。)で行います。

RMCは、社内各部署から報告された各種リスクを検討、協議し、具

体的なリスク管理方針を策定します。

運用リスク管理委員会

（IRMC）

RMCでは、分会として「運用リスク管理委員会」（以下「IRMC」

といいます。）を開催し、運用リスクの管理を行います。

IRMCは、運用リスクを把握し、運用の適切性・妥当性を検証、審

議して、その結果をRMCへ報告します。

＊IRMCの構成メンバーは、コンプライアンス部長、運用部門担当役員、管理

部門担当役員、リスク・マネジメント部長、プロダクト・サービス部長、

オペレーション部長、各運用部ヘッドおよび議長が任命する者です。

 

②関係部署の役割

リスク・マネジメント

部

資産配分や価格変動リスクなどの運用リスク分析・モニタリン

グを行います。ファンドの信託約款や法令等で規定されている

投資制限の遵守状況をモニタリングし、その結果をIRMCおよび

関係部署に報告します。

また、必要に応じて運用部門へ是正を指示し、是正状況を確認し

ます。

運用部門／プロダクト

・サービス部

リスク・マネジメント部から報告を受けた投資制限の遵守状況

の結果に基づき、必要に応じて委託先へ是正を指示し、是正状況

を確認します。
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コンプライアンス部 リスク・マネジメント部の業務遂行を監督します。リスク・マ

ネジメント部が指示した是正につき、適切な処理が行われてい

るか確認し、必要に応じてIRMCに報告します。

また、最良執行など売買取引をモニタリングします。

 

③インベスコ・アドバイザーズ・インクにおける当ファンドのリスク管理体制

インベストメント・ア

ナリティクス・チーム

推定トラッキング・エラー（ファンドとベンチマークとの収益

率の乖離幅）、決定係数（ファンドの動きがベンチマークに連

動する割合）の２つのリスク指標で、ポートフォリオのリスク

を管理します。

＊ポートフォリオ・マネジメント・チームも、上記２つのリスク指標を日

次でモニタリングしており、必要に応じてポートフォリオの修正を検討

します。

インベストメント・コ

ミッティ

インベストメント・コミッティを開催し、インベストメント・

アナリティクス・チームからリスク分析結果の報告を受けま

す。ポートフォリオのリスクを検討し、必要に応じて、ポート

フォリオ・マネジメント・チームに是正を指示します。

ベスト・エグゼキュー

ション・コミッティ

ベスト・エグゼキューション・コミッティを四半期ごとに開催

し、最良執行、執行コストなどを監督します。

また、最良執行、リサーチの質、財務体質、執行能力、手数料など

を基に、証券会社を選定します。

＊構成メンバーは、トレーディング部門のヘッド、コンプライアンス・オ

フィサー、インベストメント・アナリティクス・チームのヘッド、各運

用チームの事務管理担当者、財務経理部門、法務担当者などです。

 

◆上記リスク管理体制における組織名称などは、委託会社または投資顧問会社の組織変更など

により変更となる場合があります。この場合においても、ファンドの基本的なリスク管理体制

が変更されるものではありません。
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４【手数料等及び税金】

 

(1)【申込手数料】

①申込手数料
※１
は、申込口数、申込金額

※２
または申込代金

※３
などに応じて、取得の申込受付日

の翌営業日の基準価額に、販売会社が定める3.15％（税抜3.00％）以内の手数料率を乗じて得

た額とします。

　詳しくは、お申し込みの販売会社にお問い合わせください。

※１　申込手数料には、申込手数料にかかる消費税および地方消費税に相当する金額（以下「消費税等相当

額」といいます。）がかかります。

※２　「申込金額」とは、「取得の申込受付日の翌営業日の基準価額×申込口数」により計算される金額をい

います。

※３　「申込代金」とは、「申込金額＋申込手数料（税込）」により計算される金額をいいます。

②「分配金再投資コース」において分配金を再投資する場合は、無手数料とします。

 

(2)【換金（解約）手数料】

①換金（解約）手数料

当ファンドの換金(解約)にあたり、手数料はありません。

②信託財産留保額

ありません。

＊「信託財産留保額」とは、解約者と償還時まで投資を続ける受益者との間の公平性を確保するため、信託

期間満了前の解約に対し解約者から徴収する一定の金額をいいます。差し引かれた信託財産留保額は、信

託財産に留保されます。

 

(3)【信託報酬等】

①計算方法

毎日、投資信託財産の純資産総額に年率1.995％（税抜1.90％）を乗じて得た額を計上しま

す。

②信託報酬の配分

総　額 年率1.995％（税抜1.90％）

配　分

委託会社 販売会社 受託会社

年率0.945％

(税抜0.90％)

年率0.945％

(税抜0.90％)

年率0.105％

(税抜0.10％)

＊委託会社が受け取る報酬には、マザーファンドの運用指図に関する権限の委託先であるインベスコ・アドバ

イザーズ・インクへの報酬が含まれています。同社に対しては、委託会社が受け取る報酬額（税抜）×40％

により計算された報酬額が支払われます。

③支払方法

毎計算期間の最初の６カ月終了日および毎計算期末または信託終了のとき、投資信託財産中

から支弁するものとします。

 

(4)【その他の手数料等】

①信託事務の諸費用

ａ．該当する費用

・組入有価証券売買時の売買委託手数料
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・先物取引やオプション取引等に要する費用

・資産を外国で保管する場合の費用

・借入金の利息、融資枠の設定に要する費用

・受託会社の立て替えた立替金の利息

・投資信託財産に関する租税

・信託事務の処理等に要する費用

ｂ．計算方法等

運用状況などによって変動するため、事前に具体的な料率、金額または計算方法を記載でき

ません。

ｃ．支払方法

受益者の負担とし、投資信託財産中から実費を支弁します。

②その他信託事務の諸費用

ａ．該当する費用

・監査費用

ｂ．計算方法等

その他信託事務の諸費用　上限固定率

純資産総額に対して年率0.105％（税抜0.10％）

委託会社は、その他信託事務の諸費用の支払いを投資信託財産のために行い、支払金額の支

払いを投資信託財産から受けることができます。

委託会社は、実際に支払う金額の支弁を受ける代わりに、その他信託事務の諸費用の金額を

あらかじめ合理的に見積もった結果として、投資信託財産の純資産総額の年率0.105％（税抜

0.10％）相当額を上限とし一定の率を定め、かかるその他信託事務の諸費用の合計額とみな

し、当ファンドより受領することができます。

委託会社は、投資信託財産の規模等を考慮して、信託の設定時または期中に、上限、固定率ま

たは固定金額を合理的に計算された範囲内で変更することができます。

ｃ．支払方法

毎日計上し、毎計算期間の最初の６カ月終了日および毎計算期末または信託終了のときに

投資信託財産中から、消費税等相当額とともに、委託会社に支払われます。

 

(5)【課税上の取扱い】

当ファンドは、課税上は株式投資信託として取り扱われます。日本の居住者（法人を含む。）

である受益者に対する課税上の取り扱いは、以下のとおりです。

①個人の受益者に対する課税の取り扱い

ａ．分配金に対する課税

分配金のうち課税扱いとなる普通分配金については、配当所得として、平成23年12月31日ま

では10％（所得税7％および地方税3％）、平成24年１月１日以降は20％（所得税15％および

地方税5％）の税率による源泉徴収が行われます。

なお、原則として確定申告は不要ですが、確定申告により総合課税または申告分離課税を選

択することも可能です。

ｂ．解約金および償還金に対する課税

解約時および償還時の差益（譲渡益）については、譲渡所得として、平成23年12月31日まで

は10％（所得税7％および地方税3％）、平成24年１月１日以降は20％（所得税15％および地
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方税5％）の税率による申告分離課税が適用されます。

なお、原則として確定申告が必要ですが、特定口座（源泉徴収あり）を利用した場合は、申

告不要です。

ｃ．損益通算について

解約時および償還時の差損（譲渡損）については、確定申告により他の上場株式等の譲渡

益および上場株式等の配当所得の金額（申告分離課税を選択したものに限ります。）と損益

通算すること、または特定口座（源泉徴収あり）の利用により当該特定口座内の他の上場株

式等の譲渡益および上場株式等の配当所得の金額と損益通算することができます。

また、解約時および償還時の差益（譲渡益）については、他の上場株式等の譲渡損と損益通

算することができます。

②法人の受益者に対する課税の取り扱い

分配金のうち課税扱いとなる普通分配金ならびに解約時および償還時の個別元本超過額につ

いては、平成23年12月31日までは７％（所得税のみ）、平成24年１月１日以降は15％（所得税の

み）の税率による源泉徴収が行われます。

徴収された源泉税は、所有期間に応じて法人税額より控除されます。

益金不算入制度は、適用されません。

③確定拠出年金制度を利用した受益者に対する課税の取り扱い

確定拠出年金法に規定する資産管理機関および国民年金基金連合会等の場合、所得税および

地方税はかかりません。

確定拠出年金制度の加入者については、確定拠出年金制度の積立金の運用にかかる税制が適

用されます。

 

◇個別元本について

・追加型株式投資信託について、受益者ごとの取得時の受益権の価額等（申込手数料および当該

申込手数料にかかる消費税等相当額は含まれません。）が当該受益者の元本（以下「個別元

本」といいます。）にあたります。

・受益者が同一ファンドの受益権を複数回取得した場合、原則として個別元本は、当該受益者が追

加取得を行う都度、当該受益者の受益権口数で加重平均することにより算出されます。詳しくは

販売会社にお問い合わせください。

・受益者が特別分配金
※
を受け取った場合、分配金発生時にその個別元本から当該特別分配金を控

除した額が、その後の当該受益者の個別元本となります。

※「特別分配金」については、下記「分配金の課税について」をご参照ください。

 

◇分配金の課税について

追加型株式投資信託の分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「特別

分配金」（受益者毎の元本の一部払い戻しに相当する部分）の区分があります。

普通分配金 特別分配金
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分配金落ち後の基準価額が、受益者の個別元本と同額

または上回っている場合、分配金の全額が普通分配金

となります。

 

分配金落ち後の基準価額が、受益者の個別元本を

下回っている場合、その下回る部分が特別分配金

となり、分配金から特別分配金を控除した額が普

通分配金となります。

 

◆課税上の取り扱いについては、税務専門家等にご相談ください。

◆ファンドに適用されている税制は、平成22年１月１日現在のものであり、今後変更となる場合

があります。その結果、上記の記載内容に変更が生じることがあります。
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５【運用状況】

 

(1)【投資状況】（平成21年12月30日現在）

投資資産の種類 国/地域 時価合計(円) 投資比率(％)

親投資信託受益証券 日本 197,790,403100.16

コール・ローン、その他の資産（負債控除後） △322,903 △0.16

合　計（純資産総額） 197,467,500100.00

　(注)投資比率とは、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価比率をいいます。以下同じです。

 

(参考)インベスコ　海外株式　マザーファンド

投資資産の種類 国/地域 時価合計(円) 投資比率(％)

株式 アメリカ 76,572,10438.71

 イギリス 27,577,12713.94

 オランダ 14,907,5727.53

 スイス 12,672,6466.40

 フランス 12,610,4866.37

 カナダ 9,448,374 4.77

 ドイツ 7,283,137 3.68

 オーストラリア 6,831,087 3.45

 スペイン 6,369,829 3.22

 香港 5,055,652 2.55

 イタリア 3,472,212 1.75

 フィンランド 2,602,749 1.31

 ノルウェー 1,834,399 0.92

 バミューダ 1,739,099 0.87

 小　計 188,976,47395.54

コール・ローン、その他の資産（負債控除後） 8,817,155 4.45

合　計（純資産総額） 197,793,628100.00

 

 

(2)【投資資産】（平成21年12月30日現在）

①【投資有価証券の主要銘柄】

国/
地域

種類 銘柄名
数量
（口数）

帳簿価額単価
帳簿価額金額
（円）

評価額単価
評価額金額
（円）

投資
比率
(％)

日本
親投資信託
受益証券

インベスコ
海外株式
マザーファンド

243,884,591
0.7512

183,221,491
0.8110

197,790,403
100.16

 

 

種類別投資比率

種　類 投資比率（％）

親投資信託受益証券 100.16

合　計 100.16
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(参考)インベスコ　海外株式　マザーファンド

順
位

国/
地域

種類 銘柄名 業種
数量
(株式数)

帳簿価額
単価(円)

帳簿価額
金額(円)

評価額
単価(円)

評価額
金額(円)

投資
比率
(％)

1アメリカ 株式 ORACLE
ソフトウェア・
サービス

2,8592,041.855,837,6542,303.426,585,4803.33

2イギリス 株式
IMPERIAL
TOBACCO GROUP

食品・飲料・
タバコ

1,8612,609.854,856,9492,873.455,347,4962.71

3オランダ 株式 ROYAL DUTCH SHELLエネルギー 1,9542,591.615,064,0062,688.825,253,9652.66

4アメリカ 株式 CHEVRON エネルギー 7277,197.935,232,8987,111.035,169,7262.62

5アメリカ 株式 MERCK

医薬品・バイオ
テクノロジー・
ライフサイエン
ス

1,4673,347.434,910,6903,416.905,012,6062.54

6フランス 株式 SANOFI-AVENTIS

医薬品・バイオ
テクノロジー・
ライフサイエン
ス

6336,776.494,289,5207,409.154,689,9982.38

7アメリカ 株式 JOHNSON & JOHNSON

医薬品・バイオ
テクノロジー・
ライフサイエン
ス

7785,801.134,513,2845,980.974,653,1972.36

8
オースト
ラリア

株式 BHP BILLITON素材 1,2783,329.164,254,6773,531.454,513,2022.28

9オランダ 株式 TNT 運輸 1,5452,586.923,996,8002,826.114,366,3552.20

10イギリス 株式 VODAFONE GROUP
電気通信サービ
ス

20,680203.224,202,679210.714,357,4852.21

11イギリス 株式 BP エネルギー 4,878855.494,173,126886.504,324,3782.19

12スペイン 株式 BANCO SANTANDER銀行 2,7921,527.234,264,0541,537.794,293,5372.18

13アメリカ 株式 MICROSOFT
ソフトウェア・
サービス

1,4842,695.073,999,4942,889.174,287,5382.17

14スイス 株式 SWISSCOM
電気通信サービ
ス

12034,689.504,162,74135,113.314,213,5982.14

15フランス 株式 TOTAL エネルギー 6805,534.773,763,6485,994.114,076,0012.06

16アメリカ 株式 3M 資本財 4847,086.723,429,9777,748.373,750,2121.90

17アメリカ 株式 CONOCOPHILLIPSエネルギー 7924,778.293,784,4124,678.673,705,5141.88

18イタリア 株式 ENI エネルギー 1,4722,211.333,255,0802,358.833,472,2121.75

19イギリス 株式 CENTRICA 公益事業 8,160377.873,083,496410.873,352,7001.69

20アメリカ 株式 KROGER
食品・生活必需
品小売り

1,7402,099.213,652,6281,882.523,275,5911.66

21オランダ 株式 HEINEKEN
食品・飲料・
タバコ

7094,149.532,942,0214,437.173,145,9591.59

22スイス 株式
ZURICH
FINANCIAL SERVICE

保険 15519,621.203,041,28620,207.893,132,2231.58

23イギリス 株式 NATIONAL GRID公益事業 3,130963.753,016,563987.613,091,2261.56

24スイス 株式 ACE 保険 6014,443.132,670,3274,635.392,785,8711.40

25カナダ 株式 AGRIUM 素材 4685,157.692,413,8015,815.262,721,5421.38

26香港 株式 ESPRIT HOLDING小売 4,400603.502,655,437616.572,712,9161.37

27イギリス 株式 GLAXOSMITHKLINE

医薬品・バイオ
テクノロジー・
ライフサイエン
ス

1,3771,875.752,582,9191,954.702,691,6351.36
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28
フィン
ランド

株式 NOKIA
テクノロジー・
ハードウェアお
よび機器

2,2281,169.752,606,2211,168.192,602,7491.31

29アメリカ 株式 BEST BUY 小売 6973,942.102,747,6463,722.682,594,7091.31

30アメリカ 株式 COACH
耐久消費財・
アパレル

7593,254.812,470,4073,388.352,571,7641.31

 

業種別投資比率

業　種 投資比率（％）

エネルギー 17.40

医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 10.81

公益事業 6.54

食品・飲料・タバコ 6.41

素材 6.12

保険 6.12

ソフトウェア・サービス 5.49

銀行 5.40

電気通信サービス 4.33

資本財 4.05

小売 3.78

ヘルスケア機器・サービス 3.68

各種金融 2.30

運輸 2.20

テクノロジー・ハードウェアおよび機器 2.09

不動産 2.05

食品・生活必需品小売り 1.65

自動車・自動車部品 1.52

耐久消費財・アパレル 1.30

消費者サービス 1.14

家庭用品・パーソナル用品 1.06

合　計 95.54

 

②【投資不動産物件】

該当事項はありません。

 

③【その他投資資産の主要なもの】

該当事項はありません。

 

 

(3)【運用実績】

 

①【純資産の推移】

 
純資産総額
（百万円）
（分配落）

純資産総額
（百万円）
（分配付）

１口当たり
純資産額(円)
（分配落）

１口当たり
純資産額(円)
（分配付）
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第１期計算期間(平成13年11月30日現在)420 420 0.83980.8398

第２期計算期間(平成14年12月２日現在) 331 331 0.65490.6549

第３期計算期間(平成15年12月１日現在) 398 398 0.65340.6534

第４期計算期間(平成16年11月30日現在)487 487 0.72810.7281

第５期計算期間(平成17年11月30日現在)630 630 0.89690.8969

第６期計算期間(平成18年11月30日現在)206 206 1.02661.0266

第７期計算期間(平成19年11月30日現在)222 222 0.98810.9881

第８期計算期間(平成20年12月１日現在) 120 120 0.51610.5161

第９期計算期間(平成21年11月30日現在)176 176 0.61060.6106

平成20年12月末日 117 － 0.4985 －

平成21年１月末日 110 － 0.4646 －

平成21年２月末日 109 － 0.4585 －

平成21年３月末日 114 － 0.4687 －

平成21年４月末日 129 － 0.5254 －

平成21年５月末日 143 － 0.5610 －

平成21年６月末日 150 － 0.5690 －

平成21年７月末日 162 － 0.6033 －

平成21年８月末日 166 － 0.6130 －

平成21年９月末日 171 － 0.6172 －

平成21年10月末日 179 － 0.6331 －

平成21年11月末日 176 － 0.6106 －

平成21年12月末日 197 － 0.6585 －

 

②【分配の推移】

 １口当たりの分配金（円）

第１期計算期間 0.0000

第２期計算期間 0.0000

第３期計算期間 0.0000

第４期計算期間 0.0000

第５期計算期間 0.0000

第６期計算期間 0.0000

第７期計算期間 0.0000

第８期計算期間 0.0000

第９期計算期間 0.0000

 

③【収益率の推移】

 収益率(％)

第１期計算期間 △16.02

第２期計算期間 △22.02

第３期計算期間 △0.23

第４期計算期間 11.43
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第５期計算期間 23.18

第６期計算期間 14.46

第７期計算期間 △3.75

第８期計算期間 △47.77

第９期計算期間 18.31

(注１)収益率は、計算期間末の基準価額（分配付の額）から当該計算期間の直前の計算期間末の基準価額(分配

落の額。以下「前期末基準価額」といいます。)を控除した額を前期末基準価額で除して得た数に100を乗

じて得た数を記載しております。

(注２)第１期計算期間については、前期末基準価額の代わりに当初設定元本（１口当たり１円）を使用しており

ます。
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第二部【ファンドの詳細情報】
 

第１【ファンドの沿革】
平成12年12月１日 信託契約締結、ファンド設定、運用開始

平成14年２月１日 ファンドの主要投資対象である「インベスコ　海外株式オープン・

マザーファンド」の名称を「インベスコ　海外株式　マザーファン

ド」に変更

平成15年５月28日 ファンドの実質的運用の指図に関する権限およびマザーファンドの

運用の指図に関する権限の委託先をインベスコ・アセット・マネジ

メント・リミテッドからインベスコ・グローバル・アセット・マネ

ジメント（Ｎ．Ａ．）インク（現インベスコ・アドバイザーズ・イ

ンク）に変更

平成19年１月４日 投資信託振替制度への移行

 
 
第２【手続等】
１【申込（販売）手続等】

 

(1)申込方法

販売会社において、販売会社所定の方法でお申し込みください。

「分配金再投資コース」をお申し込みいただく投資者は、自動けいぞく投資契約（別の名称

で同様の権利義務を規定する契約を含みます。）をお申し込みの販売会社との間で結んでいた

だきます。

なお、クーリングオフ（金融商品取引法第37条の６の規定）制度の適用はありません。

 

(2)申込単位

分配金の受け取り方法により、分配金が税引後無手数料で再投資される「分配金再投資コー

ス」と分配金を受け取る「分配金受取りコース」の２コースがあります。

お取り扱いのコースの申込単位および確定拠出年金制度を利用する場合の申込単位は、お申

し込みの販売会社にお問い合わせください。

＊「分配金再投資コース」において分配金を再投資する場合は、１口単位とします。

 

(3)申込締切時間

原則として、毎営業日の午後３時までに取得のお申し込みが行われ、かつ販売会社所定の事務

手続きが完了したものを、当日の申込受付分とします。

当日の受付終了後のお申し込みは、翌営業日の申込受付分として取り扱います。

なお、取引所などにおける取引の停止、外国為替取引の停止、その他やむを得ない事情がある

ときは、委託会社の判断により、受益権の取得申し込みの受け付けを中止すること、および既に

受け付けた取得申し込みの受け付けを取り消すことがあります。

 

(4)申込価額

取得の申込受付日の翌営業日の基準価額とします。

ただし、「分配金再投資コース」において分配金を再投資する場合の申込価額は、ファンドの
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各計算期間終了日の基準価額とします。

 

(5)申込手数料

申込口数、申込金額または申込代金などに応じて、取得の申込受付日の翌営業日の基準価額

に、販売会社が定める3.15％（税抜3.00％）以内の手数料率を乗じて得た額とします。

詳しくは、お申し込みの販売会社にお問い合わせください。

 

(6)申込代金の支払い

販売会社が定める期日までにお支払いください。

①「分配金再投資コース」

販売会社の定める申込単位に従った投資者ご指定の金額を、申込代金としてお申し込みの販

売会社にお支払いいただきます。

なお、申込手数料は申込代金から差し引かれます。

②「分配金受取りコース」

申込金額に申込手数料を加算した金額を、申込代金としてお申し込みの販売会社にお支払い

いただきます。

 

(7)取得の申し込みにかかる受益権の取り扱い

取得のお申し込みを行う投資者は、販売会社に、取得申し込みと同時にまたはあらかじめ、自

己のために開設されたファンドの受益権の振り替えを行うための振替機関等の口座を申し出る

ものとし、当該口座に当該申込者にかかる口数の増加の記載または記録が行われます。

なお、販売会社は、当該取得申し込みの代金の支払いと引き換えに、当該口座に当該取得申込

者にかかる口数の増加の記載または記録を行うことができます。

委託会社は、追加信託により分割された受益権について、振替機関等の振替口座簿への新たな

記載または記録をするため、社債、株式等の振替に関する法律（以下「社振法」といいます。）

に定める事項の振替機関への通知を行うものとします。振替機関等は、委託会社から振替機関へ

の通知があった場合、社振法の規定に従い、その備える振替口座簿への新たな記載または記録を

行います。

受託会社は、追加信託により生じた受益権については、追加信託の都度、振替機関の定める方

法により振替機関へ当該受益権にかかる信託を設定した旨の通知を行います。
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２【換金（解約）手続等】

 

(1)換金（解約）方法

販売会社において、販売会社所定の方法でお申し込みください。

 

(2)換金（解約）単位

換金（解約）単位は、お申し込みの販売会社にお問い合わせください。

 

(3)換金（解約）申込締切時間

原則として、毎営業日の午後３時までに換金（解約）のお申し込みが行われ、かつ販売会社所

定の事務手続きが完了したものを、当日の申込受付分とします。

当日の受付終了後のお申し込みは、翌営業日の申込受付分として取り扱います。

 

(4)換金（解約）価額

一部解約の実行請求受付日の翌営業日の基準価額とします。

 

(5)換金（解約）手数料

ありません。

 

(6)信託財産留保額

ありません。

 

(7)解約金の支払い

原則として、一部解約の実行請求受付日から起算して５営業日目から、販売会社でお支払いい

たします。

 

(8)解約の申し込み受け付けの中止等

投資信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口解約のお申し込みについて、一定の制限を設

ける場合があります。

なお、取引所などにおける取引の停止、外国為替取引の停止、その他やむを得ない事情がある

ときは、委託会社の判断により、一部解約の実行の請求の受け付けを中止すること、および既に

受け付けた一部解約の実行の請求の受け付けを取り消すことがあります。

一部解約の実行の請求の受け付けが中止された場合には、受益者は当該受け付け中止以前に

行った当日の一部解約の実行の請求を撤回できます。ただし、受益者がその一部解約の実行の請

求を撤回しない場合には、当該受益権の解約価額は、当該受け付け中止を解除した後の最初の基

準価額の計算日に一部解約の実行の請求を受け付けたものとして、上記(4)の規定に準じて計算

された価額とします。
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(9)解約請求にかかる受益権の取り扱い

解約請求を行う受益者は、その口座が開設されている振替機関等に対して当該受益者の請求

にかかる当ファンドの信託契約の一部解約を委託会社が行うのと引き換えに、当該一部解約に

かかる受益権の口数と同口数の抹消の申請を行うものとし、社振法の規定に従い当該振替機関

等の口座において当該口数の減少の記載または記録が行われます。

なお、受益者が一部解約の実行の請求をするときは、販売会社に対し、振替受益権をもって行

うものとします。

 

(10)償還金の支払い

原則として、信託終了日から起算して５営業日目までに、販売会社でお支払いを開始いたしま

す。
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第３【管理及び運営】
１【資産管理等の概要】

 

(1)【資産の評価】

①基準価額の算定

基準価額とは、ファンドの投資信託財産に属する資産（受入担保金代用有価証券を除きま

す。）を法令および社団法人投資信託協会規則に従って時価評価して得た投資信託財産の資産

総額から負債総額を控除した金額（以下「純資産総額」といいます。）を、計算日における受益

権口数で除した金額をいいます。

基準価額の算定にあたり、投資信託財産に属する外貨建資産の円換算は、原則として、わが国

における計算日の対顧客電信売買相場の仲値によって計算します。

②基準価額の算出頻度と公表

基準価額は委託会社の営業日に日々算出され、原則として、計算日の翌日付の日本経済新聞朝

刊に「海外株式」の銘柄名で掲載されるほか、以下に照会することにより知ることができます。

なお、基準価額は便宜上１万口当たりに換算した価額で表示されることがあります。

 

◇基準価額の照会先◇

 

③主な投資資産の評価方法の概要

投資資産 評価方法

親投資信託

受益証券

親投資信託受益証券の基準価額で評価します。

株式 原則として、外国金融商品市場などにおける最終相場で評価します。

 

(2)【保管】

原則として受益証券は発行されないため、受益証券の保管に関する事項はありません。

＊ファンドの受益権の帰属は、振替機関等の振替口座簿に記載または記録されることにより定まります。

 

(3)【信託期間】

ファンドの信託期間は、無期限とします。

なお、信託契約の一部解約により、受益権の総口数が10億口を下回ることとなった場合など

は、信託期間の途中で償還することがあります。

 

(4)【計算期間】

ファンドの計算期間は、原則として毎年12月１日から翌年11月30日までとします。

なお、各計算期間終了日に該当する日（以下「該当日」といいます。）が休業日のとき、各計

算期間終了日は該当日の翌営業日とし、その翌日より次の計算期間が開始されるものとします。
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(5)【その他】

①繰上償還

ａ．信託契約の解約

イ．委託会社は、信託契約の一部解約により、受益権の総口数が10億口を下回ることとなった

場合、信託期間中において、当ファンドの信託契約を解約することが受益者のため有利であ

ると認めるとき、またはやむを得ない事情が発生したときは、受託会社と合意のうえ、当

ファンドの信託契約を解約し、信託を終了させることができます。この場合において、委託

会社は、あらかじめ、解約しようとする旨を監督官庁に届け出ます。

ロ．委託会社は、前イ．の事項について、あらかじめ解約しようとする旨を公告し、かつ、その

旨を記載した書面を当ファンドの信託契約にかかる知られたる受益者に対して交付しま

す。ただし、当ファンドの信託契約にかかるすべての受益者に対して書面を交付したとき

は、原則として、公告を行いません。

ハ．前ロ．の公告および書面には、受益者で異議のある者は一定の期間内に委託会社に対し

て異議を述べるべき旨を付記します。なお、一定の期間は１カ月を下回らないものとしま

す。

ニ．前ハ．の一定の期間内に異議を述べた受益者の受益権の口数が受益権の総口数の二分の

一を超えるときは、上記イ．の信託契約の解約を行いません。

ホ．委託会社は、当ファンドの信託契約の解約をしないこととしたときは、解約しない旨およ

びその理由を公告し、かつ、これらの事項を記載した書面を知られたる受益者に対して交付

します。ただし、すべての受益者に対して書面を交付したときは、原則として、公告を行いま

せん。

ヘ．上記ハ．からホ．までの規定は、投資信託財産の状態に照らし、真にやむを得ない事情が

生じている場合であって、上記ハ．に規定する一定の期間が１カ月を下回らずにその公告

および書面の交付を行うことが困難な場合には適用しません。

ｂ．信託契約に関する監督官庁の命令

委託会社は、監督官庁より当ファンドの信託契約の解約の命令を受けたときは、その命令に

従い、信託契約を解約し信託を終了させます。

委託会社は、監督官庁の命令に基づいて当ファンドの信託約款を変更しようとするときは、

後記「④信託約款の変更」の規定に従います。

ｃ．委託会社の登録取消等

委託会社が監督官庁より登録の取り消しを受けたとき、解散したときまたは業務を廃止し

たときは、委託会社は、信託契約を解約し信託を終了させます。ただし監督官庁が、当ファンド

の信託契約に関する委託会社の業務を他の投資信託委託会社に引き継ぐことを命じたとき

は、当ファンドは、後記「④信託約款の変更ｄ．」に該当する場合を除き、当該投資信託委託

会社と受託会社との間において存続します。

ｄ．受託会社の辞任および解任

受託会社は、委託会社の承諾を受けてその任務を辞任することができます。受託会社がその

任務に背いた場合、その他重要な事由が生じたときは、委託会社または受益者は、裁判所に受

託会社の解任を請求することができます。

受託会社が辞任した場合、または裁判所が受託会社を解任した場合、委託会社は、後記「④

信託約款の変更」の規定に従い、新受託会社を選任します。ただし、委託会社が新受託会社を

選任できないときは、委託会社は、当ファンドの信託契約を解約し信託を終了させます。
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②ファンド資産の保管

ａ．信託業務の委託等

イ．受託会社は、委託会社と協議のうえ、信託業務の一部について、信託業法第22条第１項に

定める信託業務の委託をするときは、以下に掲げる基準のすべてに適合する者（受託会社

の利害関係人を含みます。）を委託先として選定します。

・委託先の信用力に照らし、継続的に委託業務の遂行に懸念がないこと

・委託先の委託業務にかかる実績等に照らし、委託業務を確実に処理する能力があると認

められること

・委託される投資信託財産に属する財産と自己の固有財産その他の財産とを区分する等の

管理を行う体制が整備されていること

・内部管理に関する業務を適正に遂行するための体制が整備されていること

ロ．受託会社は、前イ．に定める委託先の選定にあたっては、当該委託先が前イ．に掲げる基

準に適合していることを確認するものとします。

ハ．前イ．およびロ．にかかわらず、受託会社は、次に掲げる業務（裁量性のないものに限り

ます。）を、受託会社および委託会社が適当と認める者（受託会社の利害関係人を含みま

す。）に委託することができるものとします。

・投資信託財産の保存にかかる業務

・投資信託財産の性質を変えない範囲内において、その利用または改良を目的とする業務

・委託会社のみの指図により投資信託財産の処分およびその他の信託の目的の達成のため

に必要な行為にかかる業務

・受託会社が行う業務の遂行にとって補助的な機能を有する行為

ｂ．混蔵寄託

金融機関または証券会社（金融商品取引法第28条第１項に規定する第一種金融商品取引業

を行う者および外国の法令に準拠して設立された法人でこの者に類する者をいいます。）か

ら、売買代金および償還金などについて円貨で約定し円貨で決済する取引により取得した外

国において発行された譲渡性預金証書またはコマーシャル・ペーパーは、当該金融機関また

は証券会社が保管契約を締結した保管機関に当該金融機関または証券会社の名義で混蔵寄託

できるものとします。

ｃ．投資信託財産の登記等および記載等の留保等

イ．信託の登記または登録をすることができる投資信託財産については、信託の登記または

登録をすることとします。ただし、受託会社が認める場合は、信託の登記または登録を留保

することがあります。

ロ．前イ．ただし書きにかかわらず、受益者保護のために委託会社または受託会社が必要と

認めるときは、速やかに登記または登録をするものとします。

ハ．投資信託財産に属する旨の記載または記録をすることができる投資信託財産について

は、投資信託財産に属する旨の記載または記録をするとともに、その計算を明らかにする方

法により分別して管理するものとします。ただし、受託会社が認める場合は、その計算を明

らかにする方法により分別して管理することがあります。

ニ．動産（金銭を除きます。）については、外形上区別することができる方法によるほか、そ

の計算を明らかにする方法により分別して管理することがあります。

③運用報告書

委託会社は、計算期間の終了ごとおよび償還時に運用報告書を作成し、あらかじめお申し出い
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ただいたご住所に、販売会社よりお届けします。

④信託約款の変更

ａ．委託会社は、受益者の利益のため必要と認めるとき、またはやむを得ない事情が発生したと

きは受託会社と合意のうえ、当ファンドの信託約款を変更することができるものとし、あらか

じめ、変更しようとする旨およびその内容を監督官庁に届け出ます。

ｂ．委託会社は、前ａ．の変更事項のうち、その内容が重大なものについて、あらかじめ、変更し

ようとする旨およびその内容を公告し、かつ、これらの事項を記載した書面を当ファンドの信

託約款にかかる知られたる受益者に対して交付します。ただし、当ファンドの信託約款にかか

るすべての受益者に対して書面を交付したときは、原則として、公告を行いません。

ｃ．前ｂ．の公告および書面には、受益者で異議のある者は一定の期間内に委託会社に対して

異議を述べるべき旨を付記します。なお、一定の期間は１カ月を下回らないものとします。

ｄ．前ｃ．の一定の期間内に異議を述べた受益者の受益権の口数が受益権の総口数の二分の一

を超えるときは、信託約款の変更をしません。

ｅ．委託会社は、当該信託約款の変更をしないこととしたときは、変更しない旨およびその理由

を公告し、かつ、これらの事項を記載した書面を知られたる受益者に対して交付します。ただ

し、当ファンドの信託約款にかかるすべての受益者に対して書面を交付したときは、原則とし

て、公告を行いません。

⑤反対者の買取請求

委託会社が、前記「①繰上償還」に規定する信託契約の解約、または「④信託約款の変更」に

規定する信託約款の変更（その内容が重大なもの）を行う場合において、受益者は、所定の期間

内（１カ月を下回らないものとします。）に委託会社に対して異議を述べることができます。

この場合、所定の期間内に委託会社に対して異議を述べた受益者は、受託会社に対し、自己に

帰属する受益権を投資信託財産をもって買い取るべき旨を請求することができます。

⑥委託会社の事業の譲渡および承継に伴う取り扱い

委託会社は、事業の全部または一部を譲渡することがあり、これに伴い、当ファンドの信託契

約に関する事業を譲渡することがあります。また委託会社は、分割により事業の全部または一部

を承継させることがあり、これに伴い、当ファンドの信託契約に関する事業を承継させることが

あります。

⑦関係会社との契約の更新等に関する手続きについて

ａ．販売会社は、委託会社との間の「受益権の募集・販売等に関する契約」（別の名称で同様

の権利義務を規定する契約を含みます。）に基づき、受益権の募集の取り扱いなどを行いま

す。同契約は、期間満了の３カ月前までに、委託会社、販売会社いずれからも別段の意思表示の

ないときは、自動的に１年間延長されるものとし、自動延長後の取り扱いについてもこれと同

様とします。

ｂ．委託会社は、「運用指図に関する権限の委託契約」に基づき、マザーファンドの運用指図に

関する権限を投資顧問会社に委託します。投資顧問会社は、同契約の規定に従い、委託会社に

投資顧問サービスを提供します。同契約には、期間の定めはありませんが、正当な理由に基づ

く、委託会社または投資顧問会社いずれかの当事者による書面による通知をもって終了しま

す。なお、同契約のいかなる規定も、同契約の双方の当事者により署名された書面による場合

を除き、変更、放棄、免除または停止されることはありません。

⑧公告

受益者に対する公告は、日本経済新聞に掲載します。
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⑨信託事務処理の再信託

受託会社は、当ファンドにかかる信託事務の処理の一部について、日本マスタートラスト信託

銀行株式会社と再信託契約を締結し、これを委託することがあります。その場合には、再信託に

かかる契約書類に基づいて所定の事務を行います。

 

 

２【受益者の権利等】

受益者の有する主な権利は次のとおりです。

 

(1)分配金に対する請求権

①受益者は、委託会社の決定した分配金を、持ち分に応じて請求する権利を有します。

②分配金は、毎計算期間終了日後１カ月以内の委託会社の指定する日から、毎計算期間の末日にお

いて振替機関等の振替口座簿に記載または記録されている受益者（当該分配金にかかる計算期

間の末日以前において、一部解約が行われた受益権にかかる受益者を除きます。また、当該分配

金にかかる計算期間の末日以前に設定された受益権で、取得申込代金支払い前のため販売会社

の名義で記載または記録されている受益権については、原則として取得申込者とします。）に支

払います。

③前②の規定にかかわらず、「分配金再投資コース」において分配金を再投資する受益者に対し

ては、受託会社が委託会社の指定する預金口座等に払い込むことにより、原則として毎計算期間

終了日の翌営業日に、分配金が販売会社に交付されます。この場合、販売会社は、受益者に対し遅

滞なく分配金の再投資にかかる受益権の取得申し込みに応じます。当該取得申し込みにより増

加した受益権は、振替口座簿に記載または記録されます。

④受益者が、分配金の支払開始日から５年間その支払いを請求しないときはその権利を失い、委託

会社が受託会社から交付を受けた金額は、委託会社に帰属するものとします。

 

(2)償還金に対する請求権

①受益者は、持ち分に応じて償還金を請求する権利を有します。

②償還金は、信託終了日後１カ月以内の委託会社の指定する日から、信託終了日において振替機関

等の振替口座簿に記載または記録されている受益者（信託終了日以前において、一部解約が行

われた受益権にかかる受益者を除きます。また、当該信託終了日以前に設定された受益権で、取

得申込代金支払い前のため販売会社の名義で記載または記録されている受益権については、原

則として取得申込者とします。）に支払います。なお当該受益者は、その口座が開設されている

振替機関等に対して委託会社が当ファンドの償還をするのと引き換えに、当該償還にかかる受

益権の口数と同口数の抹消の申請を行うものとし、社振法の規定に従い当該振替機関等の口座

において当該口数の減少の記載または記録が行われます。

③受益者が、信託終了による償還金の支払開始日から10年間その支払いを請求しないときはその

権利を失い、委託会社が受託会社から交付を受けた金額は、委託会社に帰属するものとします。

 

(3)受益権の換金（解約）請求権

受益者は、受益権の換金（解約）を請求することができます。

 

(4)反対者の買取請求権
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委託会社が、前記「１　資産管理等の概要　(5)その他　①繰上償還　ａ．信託契約の解約」に規

定する信託契約の解約、または「１　資産管理等の概要　(5)その他　④信託約款の変更」に規定

する信託約款の変更（その内容が重大なもの）を行う場合、受益者は、所定の期間内（１カ月を

下回らないものとします。）に、委託会社に対して異議を述べることができます。

所定の期間内に委託会社に対して異議を述べた受益者は、受託会社に対し、自己に帰属する受

益権を投資信託財産をもって買い取るべき旨を請求することができます。

 

(5)受益権均等分割

受益者は、自己に帰属する受益権の口数に応じて、均等に当ファンドの受益権を保有します。

 

(6)帳簿閲覧権

受益者は、委託会社に対し、その営業時間内に当ファンドの投資信託財産に関する帳簿書類の

閲覧・謄写を請求することができます。
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第４【ファンドの経理状況】
 

(1) 当ファンドの財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大

蔵省令第59号)並びに同規則第２条の２の規定により、第８期計算期間(平成19年12月１日から平

成20年12月１日まで)については改正前の「投資信託財産の計算に関する規則」(平成12年総理

府令第133号)に、また、第９期計算期間(平成20年12月２日から平成21年11月30日まで)について

は改正後の「投資信託財産の計算に関する規則」(平成12年総理府令第133号)に基づいて作成し

ております。ただし、第９期計算期間については「投資信託及び投資法人に関する法律施行規則

等の一部を改正する内閣府令」（平成21年内閣府令第35号）の附則第16条第２項本文を適用し

ております。

　　なお、財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

 

(2) 当ファンドは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第８期計算期間(平成19年

12月１日から平成20年12月１日まで)及び第９期計算期間(平成20年12月２日から平成21年11月

30日まで)の財務諸表について、あらた監査法人による監査を受けております。
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１【財務諸表】
インベスコ　海外株式オープン

(1)【貸借対照表】
(単位：円)

第８期
(平成20年12月１日現在)

第９期
(平成21年11月30日現在)

資産の部

流動資産

親投資信託受益証券 122,087,461 178,407,125

流動資産合計 122,087,461 178,407,125

資産合計 122,087,461 178,407,125

負債の部

流動負債

未払解約金 104,838 －

未払受託者報酬 90,232 86,169

未払委託者報酬 1,624,131 1,550,982

その他未払費用 104,794 86,104

流動負債合計 1,923,995 1,723,255

負債合計 1,923,995 1,723,255

純資産の部

元本等

元本 232,840,023 289,369,854

剰余金

期末剰余金又は期末欠損金（△） △112,676,557 △112,685,984

（分配準備積立金） 13,478,243 12,237,656

元本等合計 120,163,466 176,683,870

純資産合計 120,163,466 176,683,870

負債純資産合計 122,087,461 178,407,125
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(2)【損益及び剰余金計算書】
(単位：円)

第８期
自 平成19年12月１日
至 平成20年12月１日

第９期
自 平成20年12月２日
至 平成21年11月30日

営業収益

有価証券売買等損益 △104,309,162 27,454,076

営業収益合計 △104,309,162 27,454,076

営業費用

受託者報酬 194,628 148,616

委託者報酬 3,503,182 2,674,945

その他費用 218,837 147,449

営業費用合計 3,916,647 2,971,010

営業利益又は営業損失（△） △108,225,809 24,483,066

経常利益又は経常損失（△） △108,225,809 24,483,066

当期純利益又は当期純損失（△） △108,225,809 24,483,066

一部解約に伴う当期純利益金額の分配額又は一部解
約に伴う当期純損失金額の分配額（△）

△13,541,965 210,641

期首剰余金又は期首欠損金（△） △2,687,183 △112,676,557

剰余金増加額又は欠損金減少額 1,681,215 11,750,554

当期一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減
少額

1,681,215 11,750,554

剰余金減少額又は欠損金増加額 16,986,745 36,032,406

当期追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増
加額

16,986,745 36,032,406

分配金 － －

期末剰余金又は期末欠損金（△） △112,676,557 △112,685,984
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(3)【注記表】

(重要な会計方針に係る事項に関する注記)

項　目
第８期

自 平成19年12月１日
至 平成20年12月１日

第９期
自 平成20年12月２日
至 平成21年11月30日

1.有価証券の
評価基準及
び評価方法

 

親投資信託受益証券
　移動平均法に基づき、親投資信託受
益証券の基準価額で評価しておりま
す。
 

親投資信託受益証券
　同左
 

2.その他財務
諸表作成の
ための基本
となる重要
な事項

計算期間末日の取扱い
　平成20年11月30日が休日のため、信
託約款第43条第２項により、当計算期
間末日を平成20年12月１日としてお
ります。このため、当計算期間は367日
となっております。

計算期間末日の取扱い
　平成20年11月30日が休日のため、信
託約款第43条第２項により、当計算期
間開始日を平成20年12月２日として
おります。このため、当計算期間は364
日となっております。

 

 

(貸借対照表に関する注記)

第８期
(平成20年12月１日現在)

第９期
(平成21年11月30日現在)

1.期首元本額 224,903,261円1.期首元本額 232,840,023円

　期中追加設定元本額 66,412,860円　期中追加設定元本額 80,817,357円

　期中解約元本額 58,476,098円　期中解約元本額 24,287,526円

    

2.計算期間末日における受益権の総数 2.計算期間末日における受益権の総数

232,840,023口 289,369,854口

  

3.元本の欠損
　貸借対照表の純資産額が元本総額を下回っ
ており、その差額は112,676,557円でありま
す。

3.元本の欠損
　貸借対照表の純資産額が元本総額を下回っ
ており、その差額は112,685,984円でありま
す。
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(損益及び剰余金計算書に関する注記)

第８期
自 平成19年12月１日
至 平成20年12月１日

第９期
自 平成20年12月２日
至 平成21年11月30日

1.投資信託財産の運用の指図に係る権限の全
部又は一部を委託するために要する費用と
して委託者報酬の中から支弁している額

667,268円
 

1.投資信託財産の運用の指図に係る権限の全
部又は一部を委託するために要する費用と
して委託者報酬の中から支弁している額

509,490円
 

2.分配金の計算過程
　計算期間末における解約に伴う当期純損失
金額分配後の配当等収益から費用を控除した
額(０円)、解約に伴う当期純損失金額分配後
の有価証券売買等損益から費用を控除した額
(０円)、信託約款に規定される収益調整金
(15,200,347円)及び分配準備積立金
(13,478,243円)より分配対象収益は
28,678,590円(１万口当たり1,231.68円)です
が、分配を行っておりません。
　なお、分配金の計算過程においては、親投資
信託の配当等収益及び収益調整金相当額を充
当する方法によっております。

2.分配金の計算過程
　計算期間末における解約に伴う当期純利益
金額分配後の配当等収益から費用を控除した
額(０円)、解約に伴う当期純利益金額分配後
の有価証券売買等損益から費用を控除し、繰
越欠損金を補填した額(０円)、信託約款に規
定される収益調整金(23,403,716円)及び分配
準備積立金(12,237,656円)より分配対象収益
は35,641,372円(１万口当たり1,231.68円)で
すが、分配を行っておりません。
　なお、分配金の計算過程においては、親投資
信託の配当等収益及び収益調整金相当額を充
当する方法によっております。

 

 

(有価証券に関する注記)

　第８期(平成20年12月１日現在)

　売買目的有価証券

  (単位：円)

種　類 貸借対照表計上額 当計算期間の損益に含まれた評価差額

親投資信託受益証券 122,087,461 △90,587,875

合　計 122,087,461 △90,587,875

 

　第９期(平成21年11月30日現在)

　売買目的有価証券

  (単位：円)

種　類 貸借対照表計上額 当計算期間の損益に含まれた評価差額

親投資信託受益証券 178,407,125 27,513,883

合　計 178,407,125 27,513,883
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(デリバティブ取引等に関する注記)

第８期
自 平成19年12月１日
至 平成20年12月１日

第９期
自 平成20年12月２日
至 平成21年11月30日

該当事項はありません。 同左

 

 

(関連当事者との取引に関する注記)

第８期
自 平成19年12月１日
至 平成20年12月１日

第９期
自 平成20年12月２日
至 平成21年11月30日

該当事項はありません。 同左

 

 

(１口当たり情報に関する注記)

第８期
(平成20年12月１日現在)

第９期
(平成21年11月30日現在)

１口当たり純資産額　0.5161円 １口当たり純資産額　0.6106円

(１万口当たり純資産額　5,161円) (１万口当たり純資産額　6,106円)

 

 

(4)【附属明細表】

第１　有価証券明細表

　①株式

　　該当事項はありません。

 

　②株式以外の有価証券(親投資信託受益証券)

   (平成21年11月30日現在)

種類 銘柄 券面総額 評価額(円) 備考

親投資信託
受益証券

インベスコ　海外株式
マザーファンド

237,717,689178,407,125 

 合計 237,717,689178,407,125 

(注)親投資信託受益証券における券面総額欄の数値は、証券数を表示しております。

 

第２　信用取引契約残高明細表

　　　該当事項はありません。

 

第３　デリバティブ取引及び為替予約取引の契約額等及び時価の状況表

　　　該当事項はありません。
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参考情報

　当ファンドは、「インベスコ　海外株式　マザーファンド」受益証券を主要投資対象としており、貸

借対照表の資産の部に計上された「親投資信託受益証券」は、すべて同ファンドの受益証券です。な

お、同ファンドの状況は次の通りです。

 

「インベスコ　海外株式　マザーファンド」の状況

　なお、以下に記載した情報は監査対象外であります。

 

貸借対照表

   (単位：円)

区　分
注記
番号

(平成20年12月１日現在)(平成21年11月30日現在)

金　　額 金　　額

資産の部    

　流動資産    

　　預金  1,880,062 6,029,991

　　コール・ローン  3,425,770 1,435,311

　　株式  117,197,506 168,637,990

　　未収入金  2,966,760 1,694,104

　　未収配当金  468,107 625,685

　　未収利息  18 1

　　流動資産合計  125,938,223 178,423,082

　資産合計  125,938,223 178,423,082

負債の部    

　流動負債    

　　派生商品評価勘定  6,688 7,183

　　未払金  3,839,287 －

　　流動負債合計  3,845,975 7,183

　負債合計  3,845,975 7,183

純資産の部    

　元本等    

　　元本  196,503,238 237,717,689

　　剰余金    

　　　剰余金又は欠損金(△)  △74,410,990 △59,301,790

　　元本等合計  122,092,248 178,415,899

　純資産合計  122,092,248 178,415,899

負債純資産合計  125,938,223 178,423,082
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注記表

(重要な会計方針に係る事項に関する注記)

項　目
自 平成19年12月１日
至 平成20年12月１日

自 平成20年12月２日
至 平成21年11月30日

1.有価証券の
評価基準及
び評価方法

株式
　移動平均法に基づき、原則として時価で評価して
おります。
　時価評価にあたっては、外国金融商品市場(金融商
品取引法(昭和23年法律第25号)第２条第８項第３
号ロに規定するものをいいます。)又は店頭市場に
おける最終相場(最終相場のないものについては、
それに準ずる価額)、又は気配相場に基づいて評価
しております。
 

株式
　同左
 

2.デリバティ
ブ等の評価
基準及び評
価方法

為替予約取引
　為替予約の評価は、原則として、本書における開示
対象ファンドの計算期間末日におけるわが国の対
顧客先物売買相場の仲値によって計算しておりま
す。
 

為替予約取引
　同左

3.収益及び費
用の計上基
準

受取配当金
　原則として、株式の配当落ち日において、その金額
が確定している場合には当該金額を計上し、未だ確
定していない場合には入金日基準で計上しており
ます。
 

受取配当金
 

4.その他財務
諸表作成の
ための基本
となる重要
な事項

外貨建取引等の処理基準
　外貨建取引については、「投資信託財産の計算に
関する規則」(平成12年総理府令第133号)第60条に
基づき、取引発生時の外国通貨の額をもって記録す
る方法を採用しております。但し、同第61条に基づ
き、外国通貨の売却時において、当該外国通貨に加
えて、外貨建資産等の外貨基金勘定及び外貨建各損
益勘定の前日の外貨建純資産額に対する当該売却
外国通貨の割合相当額を当該外国通貨の売却時の
外国為替相場等で円換算し、前日の外貨基金勘定に
対する円換算した外貨基金勘定の割合相当の邦貨
建資産等の外国投資勘定と、円換算した外貨基金勘
定を相殺した差額を為替差損益とする計理処理を
採用しております。

外貨建取引等の処理基
準
　同左
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(貸借対照表に関する注記)

(平成20年12月１日現在)

1.本書における開示対象ファンドの期首における
　当該親投資信託の元本額 194,571,160円

　同期中における追加設定元本額 55,806,523円

　同期中における解約元本額 53,874,445円

  

　同計算期間末日における元本の内訳  

　(保有ファンド名) (金　　額)

　インベスコ　海外株式オープン 196,503,238円

　合計 196,503,238円

  

2.本書における開示対象ファンドの計算期間末日における
　当該親投資信託の受益権の総数 196,503,238口

  

3.元本の欠損
　貸借対照表の純資産額が元本総額を下回っており、その差額は74,410,990円であります。

 

(平成21年11月30日現在)

1.本書における開示対象ファンドの期首における
　当該親投資信託の元本額 196,503,238円

　同期中における追加設定元本額 66,142,870円

　同期中における解約元本額 24,928,419円

  

　同計算期間末日における元本の内訳  

　(保有ファンド名) (金　　額)

　インベスコ　海外株式オープン 237,717,689円

　合計 237,717,689円

  

2.本書における開示対象ファンドの計算期間末日における
　当該親投資信託の受益権の総数 237,717,689口

  

3.元本の欠損
　貸借対照表の純資産額が元本総額を下回っており、その差額は59,301,790円であります。
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(有価証券に関する注記)

　(平成20年12月１日現在)

　売買目的有価証券

  (単位：円)

種　類 貸借対照表計上額 当計算期間の損益に含まれた評価差額

株　式 117,197,506 △41,051,051

合　計 117,197,506 △41,051,051

 

　(平成21年11月30日現在)

　売買目的有価証券

  (単位：円)

種　類 貸借対照表計上額 当計算期間の損益に含まれた評価差額

株　式 168,637,990 20,211,676

合　計 168,637,990 20,211,676

 

(注)当計算期間の損益に含まれた評価損益は、当親投資信託の期首日から本書における開示対象ファンドの計算期

間末日までの期間に対応する金額であります。
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(デリバティブ取引等に関する注記)

Ⅰ　取引の状況に関する事項

項　目
自 平成19年12月１日
至 平成20年12月１日

自 平成20年12月２日
至 平成21年11月30日

1.取引の内容 　当ファンドの利用しているデリバティブ取引は、
為替予約取引であります。
 

　同左

2.取引に対す
る取組方針
及び利用目
的

　為替予約取引は、「投資信託財産の計算に関する
規則」(平成12年総理府令第133号)第60条、61条に
規定されている本邦通貨による外国通貨の取得又
は売却取引に関するもの以外は行わない方針であ
ります。
 

　同左

3.取引に係る
リスクの内
容

　為替予約取引は、為替相場の変動により価値の変
動が生ずることもありますが、取引の利用目的を為
替ヘッジ目的、円貨確定目的に限定しているため当
ファンドに対して重大な影響をおよぼすものでは
ありません。また、当ファンドが利用している為替
予約取引の相手方は社内ルールに従った金融機関
に限定しているため、相手方の契約不履行に係る信
用リスクはほとんどないと認識しております。
 

　同左

4.取引に係る
リスクの管
理体制

 

　デリバティブ取引の執行については、取引権限及
び取引限度額等を定めた社内ルール等に従って、運
用部が取引額を決定し、トレーディング室が行って
います。また、当該取引のリスク管理はオペレー
ション部において日々評価金額、評価損益の管理を
行うとともに、法令・信託約款に基づくモニタリン
グはリーガル＆コンプライアンス部門及びオペ
レーション部で行われています。
 

　デリバティブ取引の
執行については、取引
権限及び取引限度額等
を定めた社内ルール等
に従って、運用部門が
取引額を決定し、ト
レーディング部が行っ
ています。また、当該取
引のリスク管理はオペ
レーション部において
日々評価金額、評価損
益の管理を行うととも
に、法令・信託約款に
基づくモニタリングは
リスク＆コンプライア
ンス部門及びオペレー
ション部で行われてい
ます。
 

5.取引の時価
等に関する
事項につい
ての補足説
明

　取引の時価等に関する事項についての契約額等
は、あくまでもデリバティブ取引における名目的な
契約額であり、当該金額自体がデリバティブ取引の
リスクの大きさを示すものではありません。
 

　同左

 

Ⅱ　取引の時価等に関する事項

　通貨関連

　(平成20年12月１日現在)

    (単位：円)

     

種　　類 契　約　額　等 うち
１年超

時　　価 評価損益
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市場取引以外の取引     

為替予約取引     

　買　　建     

　　ユーロ 604,357－ 597,669 △6,688

合　　計 604,357－ 597,669 △6,688

 

　(平成21年11月30日現在)

    (単位：円)

     

種　　類 契　約　額　等 うち
１年超

時　　価 評価損益

市場取引以外の取引     

為替予約取引     

　売　　建     

　　アメリカドル 1,551,538－ 1,558,721△7,183

合　　計 1,551,538－ 1,558,721△7,183

 

(注)時価の算定方法

　　為替予約の時価

　　　(1)本書における開示対象ファンドの計算期間末日に対顧客先物相場の仲値が発表されている外貨については以

下のように評価しております。

　　　　①同計算期間末日において為替予約の受渡日(以下「当該日」という。)の対顧客先物相場の仲値が発表されて

いる場合は、当該為替予約は当該対顧客先物相場の仲値により評価しております。

　　　　②同計算期間末日において当該日の対顧客先物相場の仲値が発表されていない場合は以下の方法によっており

ます。

　　　　　イ)同計算期間末日に当該日を超える対顧客先物相場が発表されている場合には、発表されている先物相場の

うち当該日に最も近い前後二つの対顧客先物相場の仲値をもとに計算したレートにより評価してお

ります。

　　　　　ロ)同計算期間末日に当該日を超える対顧客先物相場が発表されていない場合には、当該日に最も近い発表さ

れている対顧客先物相場の仲値により評価しております。

　　　(2)同計算期間末日に対顧客先物相場の仲値が発表されていない外貨については、同計算期間末日の対顧客電信

売買相場の仲値により評価しております。
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(関連当事者との取引に関する注記)

自 平成19年12月１日
至 平成20年12月１日

自 平成20年12月２日
至 平成21年11月30日

該当事項はありません。 同左

 

 

(１口当たり情報に関する注記)

(平成20年12月１日現在) (平成21年11月30日現在)

１口当たり純資産額　0.6213円 １口当たり純資産額　0.7505円

(１万口当たり純資産額　6,213円) (１万口当たり純資産額　7,505円)

 

 

附属明細表

第１　有価証券明細表

　①株式

(平成21年11月30日現在)

通貨 銘柄 株式数
評価額

備考
単価 金額

アメリカ APACHE CORP 16495.75 15,703.00 

ドル CHEVRON 67878.17 52,999.26 

 CONOCOPHILLIPS 73951.92 38,368.88 

 VALERO ENERGY 1,42316.00 22,768.00 

 3M 45276.75 34,691.00 

 FEDEX 24682.65 20,331.90 

 COACH 73035.29 25,761.70 

 APOLLO GROUP 38955.76 21,690.64 

 BEST BUY 65042.83 27,839.50 

 GAMESTOP-A 1,04325.32 26,408.76 

 KROGER 1,62222.87 37,095.14 

 PHILIP MORRIS INTERNATIONAL44249.99 22,095.58 

 AVON PRODUCTS 69934.69 24,248.31 

 DAVITA INC 41559.33 24,621.95 

 STRYKER 49449.69 24,546.86 

 WELLPOINT INC 44154.24 23,919.84 

 JOHNSON & JOHNSON 72562.89 45,595.25 

 MERCK 1,36836.29 49,644.72 

 PFIZER 1,28518.25 23,451.25 

 BANK OF AMERICA 1,44315.47 22,323.21 

 BANK OF NEW YORK MELLON91826.30 24,143.40 

 ACE 57048.18 27,462.60 

 AFLAC INC 52943.65 23,090.85 

 PARTNERRE 24376.83 18,669.69 

 MICROSOFT 1,38429.22 40,440.48 

 ORACLE 2,66622.09 58,891.94 

 INTL BUSINESS MACHINES122125.70 15,335.40 

 TERADATA 19928.83 5,737.17 

 DTE ENERGY 53739.83 21,388.71 

 ENERGEN 46843.43 20,325.24 
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 アメリカドル小計 23,084  839,590.23 

    (72,884,827) 

カナダ ENCANA 50856.73 28,818.84 

ドル AGRIUM 44458.28 25,876.32 

 TORONTO-DOMINION BANK32566.19 21,511.75 

 INTACT FINANCIAL 65537.40 24,497.00 

 カナダドル小計 1,932  100,703.91 

    (8,249,664) 

ユーロ ENI 1,37316.73 22,970.29 

 TOTAL 63441.86 26,542.41 

 BASF 39840.56 16,142.88 

 MAN AG 25856.71 14,631.18 

 TNT 1,44019.56 28,166.40 

 BAYERISCHE MOTOREN WERKE31132.27 10,035.97 

 PORSCHE AUTOMOBIL 27847.16 13,110.48 

 HEINEKEN 67131.35 21,039.20 

 UNILEVER 69120.57 14,213.87 

 SANOFI-AVENTIS 59051.20 30,208.00 

 BANCO SANTANDER 3,05511.58 35,376.90 

 SOCIETE GENERALE-A 30446.50 14,136.00 

 UNIBAIL-RODAMCO 87151.50 13,180.50 

 NOKIA 2,1118.87 18,724.57 

 IBERDROLA SA 2,2266.38 14,201.88 

 ユーロ小計 14,427  292,680.53 

    (38,109,931) 

イギリス BP 4,6195.83 26,965.72 

ポンド ROYAL DUTCH SHELL 1,82117.69 32,213.49 

 BAE SYSTEMS 4,3053.31 14,249.55 

 IMPERIAL TOBACCO GROUP1,76217.76 31,293.12 

 ASTRAZENECA 46227.33 12,626.46 

 GLAXOSMITHKLINE 1,30412.79 16,678.16 

 VODAFONE GROUP 19,2801.38 26,683.52 

 CENTRICA 7,6082.57 19,575.38 

 NATIONAL GRID 2,9186.58 19,200.44 

 イギリスポンド小計 44,079  199,485.84 

    (28,592,305) 

スイス HOLCIM 33173.75 24,411.25 

フラン ZURICH FINANCIAL SERVICE147221.30 32,531.10 

 SWISSCOM 112391.00 43,792.00 

 スイスフラン小計 590  100,734.35 

    (8,696,396) 

ノルウェー
クローネ

STATOIL 790143.00112,970.00 

ノルウェークローネ小計 790  112,970.00 

    (1,731,830) 

オーストラ
リアドル

BHP BILLITON 1,19140.39 48,104.49 

AUST AND NZ BANKING GROUP1,24121.19 26,296.79 

オーストラリアドル小計 2,432  74,401.28 

    (5,911,181) 

香港ドル ESPRIT HOLDING 4,10050.80 208,280.00 

 CHEUNG KONG HOLD 2,00095.05 190,100.00 
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 香港ドル小計 6,100  398,380.00 

    (4,461,856) 

 合計 93,434  168,637,990 

    (168,637,990) 

(注)1.通貨種類毎の小計欄の(　)内は、邦貨換算額であります。

　　2.合計金額欄の(　)内は、外貨建有価証券に係わるもので、内書きであります。

　　3.通貨の表示は、邦貨については円単位、外貨についてはその通貨の表記単位で表示しております。

　　4.外貨建有価証券の内訳

通貨 銘柄数 組入株式時価比率 合計金額に対する比率

アメリカドル 株式30銘柄 100.00％ 43.21％

カナダドル 株式４銘柄 100.00％ 4.89％

ユーロ 株式15銘柄 100.00％ 22.60％

イギリスポンド 株式９銘柄 100.00％ 16.95％

スイスフラン 株式３銘柄 100.00％ 5.16％

ノルウェークローネ 株式１銘柄 100.00％ 1.03％

オーストラリアドル 株式２銘柄 100.00％ 3.51％

香港ドル 株式２銘柄 100.00％ 2.65％

 

　②株式以外の有価証券

　　該当事項はありません。
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第２　信用取引契約残高明細表

　　　該当事項はありません。

 

第３　デリバティブ取引及び為替予約取引の契約額等及び時価の状況表

　　「注記表(デリバティブ取引等に関する注記)」に記載しております。
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２【ファンドの現況】

 

【純資産額計算書】（平成21年12月30日現在）

Ⅰ　資産総額 197,842,078円

Ⅱ　負債総額 374,578円

Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 197,467,500円

Ⅳ　発行済口数 299,870,119口

Ⅴ　１口当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 0.6585円

 

(参考)インベスコ　海外株式　マザーファンド

Ⅰ　資産総額 197,845,303円

Ⅱ　負債総額 51,675円

Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 197,793,628円

Ⅳ　発行済口数 243,884,591口

Ⅴ　１口当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 0.8110円

 

 

第５【設定及び解約の実績】
 

 設定数量（口） 解約数量（口）

第１期計算期間 501,095,737 －

第２期計算期間 5,532,734 112,205

第３期計算期間 108,712,1994,922,303

第４期計算期間 85,810,35926,947,565

第５期計算期間 86,435,58752,139,164

第６期計算期間 72,897,409575,567,559

第７期計算期間 95,527,65571,419,623

第８期計算期間 66,412,86058,476,098

第９期計算期間 80,817,35724,287,526

(注１)設定数量には当初設定数量を含みます。

(注２)本邦外における設定、解約の実績はありません。
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第三部【特別情報】
 

第１【委託会社等の概況】
１【委託会社等の概況】

 

(1)資本金の額

①本書提出日現在

資本金 480,000千円

発行可能株式総数 56,400株

発行済株式総数 9,600株

 

②直近５カ年における主な資本金の額の増減

該当事項はありません。

 

(2)委託会社等の機構

①組織図

 

◆上記組織図における組織名称などは、委託会社の組織変更などにより変更となる場合があり

ます。
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②投資に関する意思決定プロセス

運用哲学 市場における非効率性は残存し、各運用部での調査・分析の深化と相互

の有機的な情報共有を通じて、運用資産全体の運用精度を高めることに

より、超過収益の獲得が可能であると考えております。

Plan（計画） アセット・アロケーション、債券および株式の基本的な運用方針は、投

資戦略会議において決定されます。

投資戦略会議では、各運用部のトップ・ダウンおよびボトム・アップの

調査結果をもとに、包括的な判断を行います。

Do（実行） 各運用部は、投資戦略会議で決定された運用方針のもと、以下の意思決

定プロセスを経てポートフォリオを構築します。

株式運用は、企業の成長性、構造変化に着目し、コーポレート・リサーチ

を重視したボトム・アップ運用を行っています。ファンドマネジャー

は、アナリストを兼務しています。経営者とのミーティングや会社訪問

などを通じて情報を収集、企業の成長性・バリュエーションなどを判断

し、運用ガイドラインおよび運用方針に従って、ポートフォリオを構築

します。

アセット・アロケーションおよび債券運用は、トップ・ダウンを基本と

しつつ、ボトム・アップ情報も考慮して運用を行っています。海外拠点

のグローバルな情報を取り込み、運用ガイドラインおよび運用方針に

従って、ポートフォリオを構築します。

See（検証） リスク管理規程に基づき、リスク管理委員会(RMC)およびその分会とし

て運用リスク管理委員会(IRMC)が整備されています。運用リスク管理委

員会は、定量的なリスク計測結果をもとに運用の適切性を管理します。

また、運用部門から独立したリスク＆コンプライアンス部門が、常時、関

連法令および運用ガイドラインなどの遵守状況をチェックし、運用の信

頼性・安定性の確保を図ります。

 

 

２【事業の内容及び営業の概況】

 

「投資信託及び投資法人に関する法律」に定める投資信託委託会社である委託会社は、証券投

資信託の設定を行うとともに、「金融商品取引法」に定める金融商品取引業者としてその運用

（投資運用業）を行っています。また「金融商品取引法」に定める投資助言業務および同法に定

める第二種金融商品取引業を行っています。

委託会社が運用の指図を行っている公募投資信託は、以下のとおりです。

  (平成21年12月30日現在)

基本的性格 ファンド数 純資産総額(単位：百万円)

追加型株式投資信託 22 127,120

追加型公社債投資信託 1 4,591

合　　計 23 131,711
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３【委託会社等の経理状況】

 

1.　当社の第18期事業年度（自平成19年4月1日 至平成20年3月31日）及び第19期事業年度（自平成20年4月1日

至平成21年3月31日）の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵

省令第59号、以下「財務諸表等規則」という）並びに同規則第2条の規定に基づき「投資信託及び投資法人

に関する法律施行規則」（平成12年総理府令第129号）に基づいて作成しております。当社の中間財務諸表

は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。以下「中間財務

諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。なお、当中間会計期間（平成21年4月1日から平成21年

9月30日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

2.　当社は、金融商品取引法第193条の2第１項の規定に基づき、第19期事業年度（自平成20年4月1日 至平成21

年3月31日）の財務諸表、及び第20期中間会計期間（自平成21年4月1日　至平成21年9月30日）の中間財務諸

表について、新日本有限責任監査法人により監査を受けております。
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1. 財務諸表

(1)【貸借対照表】

（単位：千円）

  期別 第18期 第19期  

   （平成20年3月31日現在） （平成21年3月31日現在） 

 科目 内訳 金額 構成比 内訳 金額 構成比  

    (資産の部）   ％   ％ 

流動資産        
 現金  200  －  
 預金  3,207,259  2,087,049  
 前払費用  65,425  54,169  
 未収入金  85,366  61,139  
 未収委託者報酬  635,524  247,193  
 未収投資顧問料  67,602  60,583  
 未収還付法人税等  －   271,185  
 繰延税金資産  120,385  －  

 その他の流動資産  20,593  62,449  

  　　　流動資産計  4,202,35489.9 2,843,77187.1 

固定資産        
 有形固定資産※        
  建物 118,735  105,475   

  器具備品 28,831147,5663.2 19,079124,5543.8 

 無形固定資産        

  ソフトウェア 9,944  11,346   

  電話加入権 3,972 13,916 0.3 3,972 15,3180.5 

 投資その他の資産        

  投資有価証券 －   161   
  差入保証金 292,832  267,531   
  従業員長期貸付金 2,780  －    

  その他の投資 13,308308,9206.6 14,050281,7438.6 

  　　　固定資産計  470,40210.1 421,61612.9 

  　　　　資産合計  4,672,756100.0 3,265,387100.0 
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（単位：千円）

  期別 第18期 第19期

   （平成20年3月31日現在） （平成21年3月31日現在）

 科目 内訳 金額 構成比 内訳 金額 構成比

    (負債の部）   ％   ％

流動負債       

 預り金  102,695  37,722 

 未払金       

  未払収益分配金 5,153  2,861  

  未払償還金 55,473  59,815  

  未払手数料 271,595  102,324  

  その他の未払金 77,555409,775 90,895255,897 

 未払費用  175,705  108,391 

 未払法人税等  187,274  12,655 

 未払消費税等  32,857  － 

 賞与引当金  168,722  103,368 

 その他の流動負債  129  100 

  　　　流動負債計  1,077,15823.1 518,13515.9

固定負債       

 退職給付引当金  283,825  331,230 

 役員退職慰労引当金  25,531  31,958 

  　　固定負債計  309,3566.6 363,18811.1

  　　　負債合計  1,386,51429.7 881,32427.0

         

    (純資産の部）       

 資本金  480,00010.3 480,00014.7

 資本剰余金       

  資本準備金 114,579  114,578  

  その他資本剰余金       

  　　資本金減少差益 117,811  117,810  

  　資本剰余金合計  232,3905.0 232,3897.1

 利益剰余金       

  その他利益剰余金       

  　　繰越利益剰余金 2,573,853  1,671,674  

  　利益剰余金合計  2,573,85355.1 1,671,67451.2

  　株式資本合計  3,286,24270.3 2,384,06373.0

  　　　純資産合計  3,286,24270.3 2,384,06373.0

  　負債・純資産合計  4,672,756100.0 3,265,387100.0
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(2)【損益計算書】

（単位：千円）

  期別 第18期 第19期

   (自　平成 19年  4月  1日 (自　平成 20年  4月  1日

     至　平成 20年  3月 31日)  至　平成 21年  3月 31日)

 科目 内訳 金額 構成比 内訳 金額 構成比

営業収益   ％   ％

 委託者報酬  3,131,490  1,910,840 

 投資顧問料  2,064,996  1,314,672 

 付随業務収入  1,431,312  542,622 

  　　営業収益計  6,627,798100.0 3,768,134100.0

営業費用       

 支払手数料  1,133,797  667,716 

 広告宣伝費  118,598  76,530 

 公告費  1,263  935 

 調査費       

  調査費 97,719  131,857  

  委託調査費 693,791  476,675  

  図書費 3,320 794,830 2,857 611,390 

 委託計算費  152,823  122,901 

 営業雑経費       

  通信費 28,773  23,934  

  印刷費 98,749  64,995  

  協会費 8,291  7,184  

  その他営業雑経費 30,119165,933 22,770118,883 

  　　営業費用計  2,367,24435.7 1,598,35742.4

一般管理費       

 給料       

  役員報酬 258,708  197,007  

  給料・手当 1,140,765  1,172,891  

  賞与 502,6691,902,142 413,0931,782,992 

 退職金  8,941  2,960 

 交際費  24,423  13,559 

 寄付金  4,700  4,745 

 旅費交通費  108,787  41,395 

 租税公課  21,978  18,491 

 不動産賃借料  231,020  266,112 

 退職給付費用  93,658  94,560 

 役員退職慰労引当金繰入  6,067  6,247 

 賞与引当金繰入  168,722  103,368 

 減価償却費  32,807  27,132 

 福利厚生費  184,994  155,752 

 諸経費  431,411  376,741 

  　　一般管理費計  3,219,65148.6 2,894,05976.8

営業利益又は営業損失（△）  1,040,90415.7 △724,282△19.2
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（単位：千円）

  期別 第18期 第19期

   (自　平成 19年  4月  1日(自　平成 20年  4月  1日

     至　平成 20年  3月 31日)  至　平成 21年  3月 31日)

 科目 内訳 金額 構成比 内訳 金額 構成比

営業外収益   ％   ％

 受取利息  7,011  6,892 

 有価証券利息  150  278 

 未払分配金等償還益  3,645  989 

 為替換算差益  19,001  9,547 

 雑益  2,915  5,175 

  　　営業外収益計  32,7220.5 22,8830.6

営業外費用       

 支払利息  －  61 

 有価証券売却損  4,852  － 

 雑損  4,515  5,695 

  　　営業外費用計  9,368 0.1 5,757 0.2

経常利益又は経常損失（△）  1,064,25916.1 △707,156△18.8

特別利益       

 前期損益修正益  －  58,439 

  　　特別利益計  － 0.0 58,4391.6

特別損失       

 特別退職金  －  54,436 

 固定資産除却損※  1,734  33 

 投資有価証券評価損  －  338 

  　　特別損失計  1,734 0.0 54,8081.5

         

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△）  1,062,52416.0 △703,526△18.7

法人税、住民税及び事業税  528,078  24,796 

法人税等追徴税額  －  53,470 

法人税等調整額  19,052  120,385 

  　　法人税等計  547,1308.3 198,6525.3

当期純利益又は当期純損失（△）  515,3957.8 △902,178△23.9
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(3)【株主資本等変動計算書】

     （単位：千円）
   期別 第18期 第19期

    (自　平成 19年  4月  1日(自　平成 20年  4月  1日

      至　平成 20年  3月 31日)  至　平成 21年  3月 31日)

  科目 金額 金額

株　主　資　本   

 資本金   

  前期末残高 480,000 480,000

  当期変動額   

  　当期変動額合計 － －

  当期末残高 480,000 480,000

 資本剰余金   

  資本準備金   

   前期末残高 114,579 114,578

   当期変動額   

   　当期変動額合計 － －

   当期末残高 114,579 114,578

  その他資本剰余金   

   前期末残高 117,811 117,810

   当期変動額   

   　当期変動額合計 － －

   当期末残高 117,811 117,810

  資本剰余金合計   

   前期末残高 232,390 232,389

   当期変動額   

   　当期変動額合計 － －

   当期末残高 232,390 232,389

 利益剰余金   

  その他利益剰余金   

   繰越利益剰余金   

     前期末残高 2,058,457 2,573,852

     当期変動額   

   　 当期純利益又は当期純損失(△) 515,395 △902,178

    　当期変動額合計   

    当期末残高 2,573,853 1,671,674

  利益剰余金合計   

   前期末残高 2,058,457 2,573,852

   当期変動額   

   　当期純利益又は当期純損失(△) 515,395 △902,178

   　当期変動額合計   

   当期末残高 2,573,853 1,671,674

 株主資本合計   

   前期末残高 2,770,847 3,286,242

   当期変動額   

   　当期純利益又は当期純損失(△) 515,395 △902,178

   　当期変動額合計   

   当期末残高 3,286,242 2,384,063

評価・換算差額等   

 その他有価証券評価差額金   

   前期末残高 19 －

   当期変動額   

   　株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △19 －

   　当期変動額合計   

   当期末残高 － －

 評価・換算差額等合計   

   前期末残高 19 －

   当期変動額   

   　株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △19 －

   　当期変動額合計   

   当期末残高 － －

純資産合計   

   前期末残高 2,770,866 3,286,242

   当期変動額   

   　 当期純利益又は当期純損失(△) 515,395 △902,178

   　株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △19 －
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   　当期変動額合計 515,376 △902,178

   当期末残高 3,286,242 2,384,063
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重要な会計方針

 第18期
(自 平成 19年 4月  1日
　至 平成 20年 3月 31日)

第19期
(自 平成 20年 4月  1日
　至 平成 21年 3月 31日)

１．有価証券
の評価基準及
び評価方法
 

（１）満期保有目的の債券
償却原価法（定額法）を採用して
おります。

 
（２）その他有価証券

時価のあるもの
決算日の市場価格等に基づく時
価法（評価差額は全部資本直入
法により処理し、売却原価は移
動平均法により算定）を採用し
ております。
 

時価のないもの
移動平均法による原価法を採用
しております。

 

（１）満期保有目的の債券
同左

 
 
（２）その他有価証券

　　　　　　同左

２．固定資産
の減価償却の
方法
 

（１）有形固定資産
定率法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとお
りであります。
建物　　　　　15～24年
器具備品   　　4～20年

 
（会計方針の変更）
法人税法の改正(（所得税法等の一部を改
正する法律　平成19年3月30日　法律第6
号）及び（法人税法施行令の一部を改正
する政令　平成19年3月30日　政令第83
号））に伴い、当事業年度から、平成19年4
月1日以降に取得したものについては、改
正後の法人税法に基づく方法に変更して
おります。これに伴う損益の影響は軽微で
あります。
（追加情報）
当事業年度から、平成19年3月31日以前に
取得したものについては、償却可能限度額
まで償却が終了した翌年から5年間で均等
償却する方法によっております。
当該変更に伴う損益に与える影響は軽微
でありました。
 

（１）有形固定資産（リース資産を除く
）

定率法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとお
りであります。
建物　　　　　15～24年
器具備品   　　4～20年

 
 

 （２）無形固定資産
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウェアに
ついては、社内における利用可能
期間（５年）に基づく定額法を採
用しております。

 

（２）無形固定資産（リース資産を除く
）

定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウェアに
ついては、社内における利用可能
期間（５年）に基づく定額法を採
用しております。
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 第18期
(自 平成 19年 4月  1日
　至 平成 20年 3月 31日)

第19期
(自 平成 20年 4月  1日
　至 平成 21年 3月 31日)

  （３）リース資産
　所有権移転外ファイナンス・リース取
引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価格を
ゼロとして算定する方法によっておりま
す。
　平成19年3月31日以前に契約をした、
リース物件の所有権が借主に移転すると
認められるもの以外のファイナンス・
リース取引については、通常の賃貸借取引
に係る方法に準じた会計処理によってお
ります。
 

３．引当金の
計上基準
 

（１）貸倒引当金
一般債権については貸倒実績率に
より、貸倒懸念債権等特定の債権
については個別に回収可能性を勘
案し、回収不能見込額を計上して
おります。ただし、当期の繰入はあ
りません。
 

（１）貸倒引当金
同左

 （２）賞与引当金
従業員に対する賞与の支出に充て
るため、支給見込額に基づき当期
に見合う分を計上しております。
 

（２）賞与引当金
同左

 （３）退職給付引当金
従業員の退職金支給に備えて、簡
便法により自己都合退職による期
末要支給額の１００％を計上して
おります。
 

（３）退職給付引当金
同左

 （４）役員退職慰労引当金
役員の退職慰労金の支出に備える
ため、内規に基づく期末要支給額
を基準として計上しております。
 

（４）役員退職慰労引当金
同左

 

４．リース取
引の処理方法
 

リース物件の所有権が借主に移転す
ると認められるもの以外のファイナ
ンス・リース取引については、通常
の賃貸借取引に係る方法に準じた会
計処理によっております。

 

 
 

 

５．その他財
務諸表作成の
ための基本と
なる重要な事
項
 

　消費税の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は
税抜き方式によっております。
 

　消費税の会計処理
　　　同左
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会計処理方法の変更

第18期
(自 平成 19年 4月  1日
　至 平成 20年 3月 31日)

第19期
(自 平成 20年 4月  1日
　至 平成 21年 3月 31日)

 
 

 

（リース取引に関する会計基準等）
所有権移転外ファイナンス・リース取引につい
ては、従来賃貸借取引に係る方法に準じた会計処
理によっておりましたが、当事業年度より「リー
ス取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号
（平成５年６月17日（企業審議会第一部会）、平
成19年３月30日改正））及び「リース取引に関す
る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会
　会計制度委員会）、平成19年3月30日改正））を
適用し、通常の売買取引に係る方法に準じた会計
処理によっております。
なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の
所有権移転外ファイナンス・リース取引について
は、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じ
た会計処理を適用しております。
これによる損益に与える影響はありません。

 

表示方法の変更

第18期
(自 平成 19年 4月  1日
　至 平成 20年 3月 31日)

第19期
(自 平成 20年 4月  1日
　至 平成 21年 3月 31日)

 
 

(貸借対照表)
未収収益から未収投資顧問料に変更しました。
 
(損益計算書)
金融商品取引法への変更に伴い、兼業収入か
ら付随業務収入に変更しました。

 

注記事項

  （貸借対照表関係）

第18期 第19期

（平成20年3月31日現在） （平成21年3月31日現在）

※ 有形固定資産から控除されている減価
償却累計額

※ 有形固定資産から控除されている減価
償却累計額

        

 建物 31,745千円  建物 45,004千円

 器具備品 49,517  器具備品 58,603 

 計 81,262  計 103,607 
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  （損益計算書関係）

第18期
(自 平成 19年 4月  1日
　至 平成 20年 3月 31日)

第19期
(自 平成 20年 4月  1日
　至 平成 21年 3月 31日)

※ 固定資産除却損 ※ 固定資産除却損

固定資産除却損は器具備品1,734千円であ
ります。

固定資産除却損は器具備品33千円でありま
す。

  

 

（株主資本等変動計算書関係）

 

前事業年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

 

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式　（株） 9,600 － － 9,600

 

当事業年度（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

 

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式　（株） 9,600 － － 9,600
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（リース取引関係）

第18期
(自 平成 19年 4月  1日
　至 平成 20年 3月 31日)

第19期
(自 平成 20年 4月  1日
　至 平成 21年 3月 31日)

リース物件の所有権が借主に移転すると認められ
るもの以外のファイナンス・リース取引

リース取引に関する会計基準適用初年度開始以前
の所有権移転外ファイナンス・リース取引
（借主側）

（1）リース物件の取得価額相当額、減価償却
累計額相当額及び期末残高相当額

（1）リース物件の取得価額相当額、減価償却
累計額相当額及び期末残高相当額

  

 有形固定資産
器具備品

 有形固定資産
器具備品

 取得価額相当額 54,590千円  取得価額相当額 54,590千円

 減価償却累計額相当額 21,836  減価償却累計額相当額 32,754 

 期末残高相当額 32,754  期末残高相当額 21,836 

  

 無形固定資産
ソフトウェア

 無形固定資産
ソフトウェア

 取得価額相当額 18,145千円  取得価額相当額 18,145千円

 減価償却累計額相当額 12,701  減価償却累計額相当額 16,330 

 期末残高相当額 5,444  期末残高相当額 1,815 

      

 合計  合計

 取得価額相当額 72,735  取得価額相当額 72,735 

 減価償却累計額相当額 34,537  減価償却累計額相当額 49,084 

 期末残高相当額 38,198  期末残高相当額 23,650 

（2）未経過リース料期末残高相当額 （2）未経過リース料期末残高相当額

  

１年内 14,792千円 １年内 13,291千円

１年超 24,958 １年超 11,665 

合計 39,750 合計 24,957 

（3）支払リース料及び減価償却費相当額 （3）支払リース料、減価償却費相当額及び支払利
息相当額

      支払リース料       15,960千円      支払リース料       13,920千円

      減価償却費相当額   14,547千円       減価償却費相当額   12,732千円

      支払利息相当額 　   1,708千円       支払利息相当額 　   1,048千円

（4）減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法
 

減価償却費相当額の算定方法
リース期間を耐用年数とし、残存価額を
零とする定額法によっております。
 

利息相当額の算定方法
リース料総額とリース物件の取得価額相
当額の差額を利息相当額とし、各期への配
分法については、利息法によっておりま
す。

（4）減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法
 

同左
 

(減損損失について)
リース資産に配分された減損損失はあり
ません。

（減損損失について）
同左
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（有価証券関係）

1. 満期保有目的の債券で時価のあるもの

区分

第18期 第19期

（平成20年3月31日現在） （平成21年3月31日現在）

貸借対照表日
における貸借
対照表計上額

貸借対照表日
における時価

差額
貸借対照表日
における貸借
対照表計上額

貸借対照表日
における時価

差額

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

        

時価が貸借対照表計上額
を超えるもの

25,000 25,465 465 － － －

時価が貸借対照表計上額
を超えないもの

－ － － － － －

合計 25,000 25,465 465 － － －

 

2. その他有価証券で時価のあるもの

区分

第18期 第19期

（平成20年3月31日現在） （平成21年3月31日現在）

取得原価
貸借対照表日
における貸借
対照表計上額

差額 取得原価
貸借対照表日
における貸借
対照表計上額

差額

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

        

貸借対照表計上額が取得
原価を超えるもの

      

 株式 － － － － － －

 債券 － － － － － －

 その他 － － － － － －

小計 － － － － － －

貸借対照表計上額が取得
原価を超えないもの

      

 株式 － － － 161 161 －

 債券 － － － － － －

 その他 － － － － － －

小計 － － － 161 161 －

合計 － － － 161 161 －

（注）表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。なお、当事業年度において減損処理を行い、投

資有価証券評価損338千円を計上しております。
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3. 当事業年度中に売却した満期保有目的の債券

前事業年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

　該当はありません。

 

当事業年度（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

区分
売却原価
（千円）

売却額
（千円）

売却損益
（千円）

売却の理由

国債 25,000 25,199 199
営業保証金供託の義務が

無くなった為

合計 25,000 25,199 199 －

 

4. 当事業年度中に売却したその他有価証券

前事業年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

    　売却損益の合計額の重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

当事業年度（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

    　該当はありません。

 

5. 時価評価されていない有価証券

前事業年度（平成20年３月31日）

    　該当はありません。

 

当事業年度（平成21年３月31日）

    　該当はありません。

    

6. その他の有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の決算日後における償還予定額

 

前事業年度（平成20年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 1年以内 1年超5年以内 5年超10年以内 10年超

債券     

国債 － 25,000 － －

計 － 25,000 － －

 

 当事業年度（平成21年３月31日）

　　　該当はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

前事業年度（自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日）

    　該当はありません。

 

当事業年度（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

    　該当はありません。
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（退職給付関係）

第18期
(自 平成 19年 4月  1日
　至 平成 20年 3月 31日)

第19期
(自 平成 20年 4月  1日
　至 平成 21年 3月 31日)

 
1．採用している退職給付制度の概要

 
1．採用している退職給付制度の概要

当社は、確定給付型の制度として、退職一時
金制度を設けている。

同左

  

2．退職給付債務に関する事項 2．退職給付債務に関する事項

退職給付債務　283,825千円
 

退職給付債務　　　331,230千円
退職給付引当金　　331,230千円

  

3．退職給付費用に関する事項 3．退職給付費用に関する事項

勤務費用　　　 93,658千円 勤務費用　　　　　 94,560千円
退職給付費用　　　 94,560千円

  

4．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 4．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

期末自己都合退職による要支給額を退職給
付債務としております。

同左
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（税効果会計関係）

第18期
(平成 20年 3月 31日)

第19期
(平成 21年 3月 31日)

 
1．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主
な原因別の内訳
 
 

（単位：千円）

 
1．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な
原因別の内訳
 
 

（単位：千円）

繰延税金資産  繰延税金資産  

退職給付引当金超過額 115,488退職給付引当金超過額 134,777

役員退職給付引当金超過額 10,389役員退職給付引当金超過額 13,004

未払賞与 68,653未払賞与 42,060

未払事業税 16,908未払費用 37,800

未払費用 32,773株式報酬費用加算 42,846

その他 　　　14,171繰越欠損金 248,836

繰越税金資産小計 258,382その他 　　　17,810

評価性引当金    △137,996繰越税金資産小計 537,133

繰延税金資産合計      120,385評価性引当金 　 △537,133

  繰延税金資産合計           －

  

  

2．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税
等の負担率との差異の原因となった主な項目別
の内訳
 

（単位：％）

2．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等
の負担率との差異の原因となった主な項目別の
内訳
 
 

法定実行税率 40.69法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等
の負担率との差異については、税引前当期純損失
が計上されているため、記載しておりません。

（調整）  

交際費等永久に損金に参入されない項
目

6.44

住民税均等割等 0.22

評価性引当金 3.18

その他 0.96

税効果会計適用後の法人税等の負担率 51.49
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（関連当事者との取引）

第18期（自平成19年4月1日　至平成20年3月31日）

(1)親会社及び法人主要株主等 （単位：千円）

属性
会社等
の名称

住所 資本金
事業の内
容

又は職業

議決権等
の

所有(被所
有)割合

関係内容

取引の内容
取引
金額

科目
期末
残高役員の

兼任等
事業上
の関係

親
会
社

Invesco Asset Management
Ltd

Finsbury
Square,
London, UK

120,054千
英ポンド

投資顧
問
会社

 
(被所有)
直接
100.00
 

－
投資
顧問

受取投資
顧問料

60,946
その他
未払金

16,103
支払投資
顧問料

217,840

Invesco UK Ltd
Finsbury
Square,
London, UK

75,563千
英ポンド

持株会
社

 
(被所有)
間接
100.00
 

－
グルー
プ会社
管理

グループ
会社管理
費用

57,529
その他
未払金

3,947

            

(2)兄弟会社等 （単位：千円）

属性
会社等
の名称

住所 資本金
事業の内
容

又は職業

議決権等
の

所有(被所
有)割合

関係内容

取引の内容
取引
金額

科目
期末
残高役員の

兼任等
事業上
の関係

親
会
社
の
子
会
社

Invesco Asset Management
Ireland Ltd

Georges Quay
House 43
Townsend
Street
Dublin 2,
Ireland

515千
米ドル

投資顧
問
会社

－ －
投資
顧問

受取投資
顧問料

313,673
未収入
金

10,421

親
会
社
の
子
会
社

Invesco Institutional (N.
A)Inc

One Midtown
Plaza 1360
Peachtree
street N.E
Atlanta,
Georgia
30309 U.S.A

699,289千
米ドル

投資顧
問
会社

－ －
投資
顧問

支払投資
顧問料

28,198預り金 64,176

人件費 65,775
その他
未払金

4,810

親
会
社
の
子
会
社

Invesco Senior Secured
Management Inc

1166 Avenue
of the
Americas New
York 10036
U.S.A

1千
米ドル

投資顧
問
会社

－ －
投資
顧問

受取
付随業務収
入

471,976

未収入
金

29,667

支払投資
顧問料

30,376

親
会
社
の
子
会
社

Invesco Management
SA

10 rue Henri
Schnadt
Luxembourg

3,840千
米ドル

投資顧
問
会社

－ －
投資
顧問

受取投資
顧問料

533,842
未収入
金

22,280

親
会
社
の
子
会
社

Investment Fund
Administrators Ltd.

Georges Quay
House 43
Townsend
Street
Dublin 2,
Ireland

360千
米ドル

投資顧
問
会社

－ －
投資
顧問

受取投資
顧問料

226,759
未収入
金

9,615

親
会
社
の
子
会
社

Invesco Hong Kong Limited

32nd Floor,
Three
Pacific
Place
1 Queen's
Road East
Hong Kong

201,173千
香港ドル

投資顧
問
会社

－ －
投資
顧問

受取
付随業務収
入

870,150
未収入
金

971

（注）取引金額、期末残高には消費税等が含まれておりません。
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第19期（自平成20年4月1日　至平成21年3月31日）

（追加情報）

当事業年度から平成18年10月17日公表の、「関連当事者の開示に関する会計基準」（企業会計基準委員会　

企業会計基準第11号）及び「関連当事者の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　企業会

計基準第13号）を適用しております。

  この結果、従来の開示対象範囲に影響はありません。

 

1　関連当事者との取引

　財務諸表提出会社と関連当事者との取引

 (1)財務諸表提出会社の親会社及び法人主要株主等  

 種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又は
出資金

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所
有)割合（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（千円）

科目
期末残高
（千円）

 親
会
社

INVESCO Asset
Management Ltd

Finsbury
Square,
London, UK

120,054千
英ポンド

投資顧問
会社

 
(被所有)
直接
100.00
 

投資顧問

受取投資
顧問料

8,988未収入金 320

 
支払投資
顧問料

197,686
その他
未払金

14,588

（注）取引金額、期末残高には消費税等が含まれておりません。
 
(2)財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の
子会社等

 

 種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又は
出資金

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所
有)割合（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（千円）

科目
期末残高
（千円）

 
親
会
社
の
子
会
社

INVESCO
Senior
Secured
Management
Inc

1166 Avenue
of the
Americas New
York 10036 U.
S.A

1千
米ドル

投資顧問
会社

なし 投資顧問

受取
付随業務収入

438,184未収入金 23,886

 
支払投資
顧問料

26,855
その他
未払金

2,045

　（注）取引金額、期末残高には消費税等が含まれておりません。

 

2  親会社に関する注記

(1) 親会社情報

INVESCO Asset Management Ltd（非上場）

INVESCO UK Ltd（非上場、持株会社）

INVESCO Ltd.（ニューヨーク証券取引所に上場）
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（1株当たり情報）

第18期
(自 平成 19年 4月  1日
  至 平成 20年 3月 31日)

第19期
(自 平成 20年 4月  1日
  至 平成 21年 3月 31日)

1株当たり純資産額
342,316円90銭

1株当たり当期純利益金額
53,686円98銭

 
なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額
については、潜在株式が存在しないため記載し
ておりません。
 

1株当たり純資産額
248,339円98銭

1株当たり当期純損失金額
△93,976円91銭

 
なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益につ
いては、1株当たり当期純損失であり、また、潜在
株式が存在しないため記載しておりません。
 

 

（注）1株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額(△)の算定上の基礎

 
 

第18期
(自 平成 19年 4月  1日
  至 平成 20年 3月 31日)

第19期
(自 平成 20年 4月  1日
  至 平成 21年 3月 31日)

当期純利益又は
当期純損失(△)（千円）

 
515,395

 
△902,178

普通株式に係る当期純利益又は
当期純損失(△) (千円)

 
515,395

 
△902,178

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

期中平均株式数(株) 9,600 9,600

 

（重要な後発事象）

特記すべき事項はありません。

 

 

　　次へ
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2．中間財務諸表

(1)中間貸借対照表

 

    （単位：千円）

  期別 第20期中間会計期末

   （平成21年9月30日現在）

 科目 内訳 金額 構成比

    (資産の部）   ％

流動資産    

 現金及び預金  1,760,719 

 前払費用  54,667 

 未収入金  116,664 

 未収委託者報酬  548,455 

 未収投資顧問料  240,354 

 その他の流動資産  45,404 

  　　　流動資産計  2,766,265 87.2

固定資産    

 有形固定資産※1    

  建物 99,622  

  器具備品 15,977 115,600 3.6

 無形固定資産    

  ソフトウェア 9,200  

  電話加入権 3,972 13,172 0.4

 投資その他の資産    

  投資有価証券 161  

  差入保証金 263,835  

  その他の投資 13,611 277,608 8.8

  　　　固定資産計  406,381 12.8

  　　　　資産合計  3,172,646100.0
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    （単位：千円）

  期別 第20期中間会計期末

   （平成21年9月30日現在）

 科目 内訳 金額 構成比

    (負債の部）   ％

流動負債    

 預り金  24,597 

 未払金    

  未払収益分配金 2,484  

  未払償還金 62,479  

  未払手数料 263,847  

  その他の未払金 71,870 400,681 

 未払費用  130,677 

 未払法人税等  9,268 

 未払消費税等※2  11,021 

 賞与引当金  205,788 

 その他の流動負債  5,268 

  　　　流動負債計  787,303 24.8

固定負債    

 退職給付引当金  349,075 

 役員退職慰労引当金  36,580 

  　　固定負債計  385,656 12.2

  　　　負債合計  1,172,959 37.0

      

    (純資産の部）    

株主資本    

 資本金  480,000 15.1

 資本剰余金    

  資本準備金 114,578  

  その他資本剰余金    

  　　資本金減少差益 117,810  

  　資本剰余金合計  232,389 7.3

 利益剰余金    

  その他利益剰余金    

  　　繰越利益剰余金 1,287,297  

  　利益剰余金合計  1,287,297 40.6

   　株主資本合計  1,999,687 63.0

  　　　純資産合計  1,999,687 63.0

   　負債・純資産合計  3,172,646100.0
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(2)中間損益計算書

    （単位：千円）

  期別 第20期中間会計期間

   (自　平成 21年  4月  1日

     至　平成 21年  9月 30日)

 科目 内訳 金額 構成比

営業収益   ％

 委託者報酬  973,634 

 投資顧問料  479,148 

 付随業務収入  255,445 

  　　営業収益計  1,708,228 100.0

営業費用    

 支払手数料  408,786 

 広告宣伝費  10,063 

 公告費  775 

 調査費    

  調査費 84,873  

  委託調査費 249,362  

  図書費 1,634 335,870 

 委託計算費  59,658 

 営業雑経費    

  通信費 12,335  

  印刷費 27,870  

  協会費 3,588  

  その他営業雑経費 90 43,884 

  　　営業費用計  859,039 50.3

一般管理費    

 給料    

  役員報酬 107,016  

  給料・手当 484,190  

  賞与 70,398 661,605 

 退職金  2,395 

 交際費  2,696 

 寄付金  4,700 

 旅費交通費  12,139 

 租税公課  5,373 

 不動産賃借料  133,127 

 退職給付費用  43,024 

 役員退職慰労引当金繰入  4,622 

 賞与引当金繰入  103,726 

 減価償却費※1  11,100 

 福利厚生費  54,672 

 諸経費  208,446 

  　　一般管理費計  1,247,631 73.0

営業損失（△）  △398,442 △23.3
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（単位：千円）

  期別 第20期中間会計期間

   (自　平成 21年  4月  1日

     至　平成 21年  9月 30日)

 科目 内訳 金額 構成比

営業外収益   ％

 受取利息  810 

 為替換算差益  472 

 還付加算金  7,670 

 雑益  7,141 

  　　営業外収益計  16,095 0.9

営業外費用    

 雑損  884 

  　　営業外費用計  884 0.1

経常損失（△）  △383,231 △22.4

      

税引前中間純損失（△）  △383,231 △22.4

法人税、住民税及び事業税  1,145 

  　　法人税等計  1,145 0.1

中間純損失（△）  △384,376 △22.5
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(3)中間株主資本等変動計算書

    （単位：千円）

   期別 第20期中間会計期間

    (自　平成 21年  4月  1日

      至　平成 21年  9月 30日)

 科目 金額

株　主　資　本  

 資本金  

  前期末残高 480,000

  当中間期変動額  

  　当中間期変動額合計 －

  当中間期末残高 480,000

 資本剰余金  

  資本準備金  

   前期末残高 114,578

   当中間期変動額  

   　当中間期変動額合計 －

   当中間期末残高 114,578

  その他資本剰余金  

   前期末残高 117,810

   当中間期変動額  

   　当中間期変動額合計 －

   当中間期末残高 117,810

  資本剰余金合計  

   前期末残高 232,389

   当中間期変動額  

   　当中間期変動額合計 －

   当中間期末残高 232,389

 利益剰余金  

  その他利益剰余金  

   繰越利益剰余金  

     前期末残高 1,671,674

     当中間期変動額  

   　 中間純損失(△) △384,376

    　当中間期変動額合計  

    当中間期末残高 1,287,297

  利益剰余金合計  

   前期末残高 1,671,674

   当中間期変動額  

   　中間純損失(△) △384,376

   　当中間期変動額合計  

   当中間期末残高 1,287,297

 株主資本合計  

   前期末残高 2,384,063

   当中間期変動額  

   　中間純損失(△) △384,376

   　当中間期変動額合計  

   当中間期末残高 1,999,687

純資産合計  

   前期末残高 2,384,063

   当中間期変動額  

   　 中間純損失(△) △384,376

   　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) －

   　当中間期変動額合計 △384,376

   当中間期末残高 1,999,687
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

 第20期中間会計期間
(自 平成 21年 4月  1日
　至 平成 21年 9月 30日)

１．有価証券の評価基準及び評価方法
 

（１）満期保有目的の債券
償却原価法（定額法）を採用しております。

 
（２）その他有価証券

時価のあるもの
決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差
額は全部純資産直入法により処理し、売却原価
は移動平均法により算定）を採用しておりま
す。
 

時価のないもの
移動平均法による原価法を採用しております。

 

２．固定資産の減価償却の方法
 

（１）有形固定資産（リース資産を除く)
定率法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物　　　　　15～24年
器具備品   　　4～20年

 

 （２）無形固定資産（リース資産を除く)
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内
における利用可能期間（５年）に基づく定額法
を採用しております。

 

 （３）リース資産
　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース
資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価格をゼロとして算
定する方法によっております。
　平成19年3月31日以前に契約をした、リース物件の所有
権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナン
ス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方
法に準じた会計処理によっております。
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 第20期中間会計期間
(自 平成 21年 4月  1日
　至 平成 21年 9月 30日)

３．引当金の計上基準
 

（１）貸倒引当金
一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念
債権等特定の債権については個別に回収可能性を
勘案し、回収不能見込額を計上しております。ただ
し、当中間期の繰入はありません。
 

 （２）賞与引当金
従業員等に対する賞与の支出に充てるため、支給
見込額に基づき当中間会計期間に見合う分を計上
しております。
 

 （３）退職給付引当金
従業員の退職金支給に備えて、簡便法により自己
都合退職による中間期末要支給額の１００％を計
上しております。
 

 （４）役員退職慰労引当金
役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基
づく中間期末要支給額を基準として計上しており
ます。
 

４．リース取引の処理方法
 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められる
もの以外のファイナンス・リース取引については、
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に
よっております。
 
なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有
権移転外ファイナンス・リース取引については、引
き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処
理を適用しております。

 

５．その他中間財務諸表作成のための基
本となる重要な事項
 

　消費税の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜き方式に
よっております。
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注記事項

  （中間貸借対照表関係）

 第20期中間会計期間末

 （平成21年 9月30日現在）

※１有形固定資産から控除されている減価
償却累計額

 

 建物 50,857千円

 器具備品 61,705 

 計 112,562 

※２消費税等の取扱い
 

仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺のうえ、
金額的重要性が乏しいため、流動負債の「未払消
費税等」に含めて表示しております。

 

 

（中間損益計算書関係）

 第20期中間会計期間
(自 平成 21年 4月  1日
　至 平成 21年 9月 30日)

※１減価償却実施額 　　有形固定資産　  8,954　千円

 無形固定資産　  2,145　千円

  

 

（中間株主資本等変動計算書関係）

 

当中間会計期間（自　平成21年 4月１日　至　平成21年 9月30日）
 
発行済株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式　（株） 9,600 － － 9,600
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（リース取引関係）

第20期中間会計期間
(自 平成 21年 4月  1日
　至 平成 21年 9月 30日)

リースの取引開始日が会計基準適用初年度開始（平成20年3月31日）以前の所有権移転外ファイ
ナンス・リース取引
（借主側）

（1）リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び中間期末残高相当額

 

 有形固定資産
器具備品

無形固定資産
ソフトウェア

合計  
 

 取得価額相当額 54,590 18,145 72,735千円

 減価償却累計額相当額 38,213 18,145 56,358 

 中間期末残高相当額 16,377 0 16,377 

 

（2）未経過リース料中間期末残高相当額

 

１年内 11,471千円

１年超 　5,881 

合計 17,353 

（3）支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額

      支払リース料       　　　　　　　　 7,980千円

      減価償却費相当額   　　　　　　　　 7,273千円

      支払利息相当額 　  　　　　　　　　   375千円

（4）減価償却費相当額及び利息相当額の算定方法
 

減価償却費相当額の算定方法
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。
 

利息相当額の算定方法
リース料総額とリース物件の取得価額相当額の差額を利息相当額とし、各期への配分法に
ついては、利息法によっております。
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（有価証券関係）

1. 満期保有目的の債券で時価のあるもの

 
第20期中間会計期間（自　平成21年 4月 1日　至　平成21年 9月30日）

該当事項はありません。

 

2. その他有価証券で時価のあるもの

区分

第20期中間会計期間

（平成21年9月30日現在）

取得原価 貸借対照表計上額 差額

(千円) (千円) (千円)

     

貸借対照表計上額が取得
原価を超えるもの

   

 株式 － － －

 債券 － － －

 その他 － － －

小計 － － －

貸借対照表計上額が取得
原価を超えないもの

   

 株式 161 161 －

 債券 － － －

 その他 － － －

小計 161 161 －

合計 161 161 －

（注）表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。

 

 

（デリバティブ取引関係）

 
第20期中間会計期間（自　平成21年 4月 1日　至　平成21年 9月30日）

    　該当はありません。

 

（持分法損益等）

 
第20期中間会計期間（自　平成21年 4月 1日　至　平成21年 9月30日）

    　関連会社がないため記載しておりません。
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（1株当たり情報）

第20期中間会計期間
(自 平成 21年 4月  1日
  至 平成 21年 9月 30日)

1株当たり純資産額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 208,300円74銭
1株当たり中間純損失金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△40,039円23銭
 
なお、潜在株式調整後1株当たり中間純利益については、1株当たり中間純損失であり、また、潜
在株式が存在しないため記載しておりません。
 

 

（注）1株当たり中間純損失金額(△)の算定上の基礎

 
 

第20期中間会計期間
(自 平成 21年 4月  1日
  至 平成 21年 9月 30日)

中間純損失(△)（千円） △384,376

普通株式に係る中間純損失(△) (千円) △384,376

普通株主に帰属しない金額(千円) －

期中平均株式数(株) 9,600

 

（重要な後発事象）

 

重要な事業の譲受
インベスコ・リミテッド（ニューヨーク証券取引所上場）は、米国時間平成21年10月19日、ヴァン・キャ
ンペン・インべストメンツを含むモルガン・スタンレーの米国を中心とするリテール資産運用事業を取得
することについて最終合意いたしました。
この合意は、日本における事業も対象となっております。当社はモルガン・スタンレー・アセット・マネ
ジメント投信株式会社の運用資産の一部を承継する予定であり、現在、対象事業の統合に向けての準備を進
めております。統合完了は、平成22年半ばを予定しております。

 

 

（その他）

特記すべき事項はありません。
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４【利害関係人との取引制限】

 

委託会社は、「金融商品取引法」の規定により、利害関係人との取引について、次に掲げる行為

が禁止されています。

 

①自己またはその取締役もしくは執行役との間における取引を行うことを内容とした運用を行う

こと（投資者の保護に欠け、もしくは取引の公正を害し、または金融商品取引業の信用を失墜さ

せるおそれがないものとして内閣府令で定めるものを除きます。）。

②運用財産相互間において取引を行うことを内容とした運用を行うこと（投資者の保護に欠け、

もしくは取引の公正を害し、または金融商品取引業の信用を失墜させるおそれがないものとし

て内閣府令で定めるものを除きます。）。

③通常の取引の条件と異なる条件であって取引の公正を害するおそれのある条件で、委託会社の

親法人等（委託会社の総株主等の議決権の過半数を保有していることその他の当該金融商品取

引業者と密接な関係を有する法人その他の団体として政令で定める要件に該当する者をいいま

す。以下同じです。）または子法人等（委託会社が総株主等の議決権の過半数を保有しているこ

とその他の当該金融商品取引業者と密接な関係を有する法人その他の団体として政令で定める

要件に該当する者をいいます。以下同じです。）と有価証券の売買その他の取引または店頭デリ

バティブ取引を行うこと。

④委託会社の親法人等または子法人等の利益を図るため、その行う投資運用業に関して運用の方

針、運用財産の額または市場の状況に照らして不必要な取引を行うことを内容とした運用を行

うこと。

⑤上記③④に掲げるもののほか、委託会社の親法人等または子法人等が関与する行為であって、投

資者の保護に欠け、もしくは取引の公正を害し、または金融商品取引業の信用を失墜させるおそ

れのあるものとして内閣府令で定める行為。

 

 

５【その他】

 

(1)定款の変更等

定款の変更は、株主総会の決議が必要です。

 

(2)訴訟事件その他重要事項

　重要な事業の譲受

インベスコ・リミテッド（ニューヨーク証券取引所上場）は、米国時間平成21年10月19日、

ヴァン・キャンペン・インべストメンツを含むモルガン・スタンレーの米国を中心とするリ

テール資産運用事業を取得することについて最終合意いたしました。

この合意は、日本における事業も対象となっております。委託会社はモルガン・スタンレー・

アセット・マネジメント投信株式会社の運用資産の一部を承継する予定であり、現在、対象事業

の統合に向けての準備を進めております。統合完了は、平成22年半ばを予定しております。
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第２【その他の関係法人の概況】
１【名称、資本金の額及び事業の内容】

 

(1)受託会社

①名称
②資本金の額

(平成21年９月30日現在)
③事業の内容

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会

社
324,279百万円

銀行法に基づき銀行業を営むと

ともに、金融機関の信託業務の

兼営等に関する法律（兼営法）

に基づき信託業務を営んでいま

す。

 

(2)販売会社

①名称
②資本金の額

(平成21年９月30日現在)
③事業の内容

株式会社清水銀行 8,670百万円
銀行法に基づき銀行業務を営ん

でいます。

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀

行
1,196,295百万円 〃

日産センチュリー証券株式

会社
1,500百万円

「金融商品取引法」に定める第

一種金融商品取引業を営んでい

ます。

 

(3)投資顧問会社

①名称
②資本金の額

(平成21年12月31日現在)
③事業の内容

インベスコ・アドバイザー

ズ・インク
※１

750,581,555米ドル
※２

（約69,128百万円
※３
）

米国籍の会社であり、内外の有

価証券などにかかる投資顧問業

務および当該業務に付帯するそ

の他一切の業務を営んでいま

す。

※１　上記の投資顧問会社は、米国におけるグループ会社の再編に伴い、平成21年12月31日付で「インベスコ・

グローバル・アセット・マネジメント(N.A.)インク」が再編・社名変更したものです。

※２　再編時における概算値です。

※３　米ドルの円換算は、平成21年12月30日現在の株式会社三菱東京UFJ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１

米ドル＝92.10円）によります。

 

 

２【関係業務の概要】

 

(1)受託会社

当ファンドの受託会社として、投資信託財産の保管・管理・計算などを行います。

受託会社は、当ファンドにかかる信託事務の一部につき、下記再信託受託会社に委託すること

ができます。
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＜再信託受託会社の概要＞

名称 日本マスタートラスト信託銀行株式会社

資本金 10,000百万円(平成21年９月30日現在)

事業の内容 銀行法に基づき銀行業を営むとともに、金融機関の信託業務の兼

営等に関する法律（兼営法）に基づき信託業務を営んでいます。

再信託の目的 原信託契約にかかる信託事務の一部（信託財産の管理）を、原信

託受託会社から再信託受託会社（日本マスタートラスト信託銀行

株式会社）へ委託するため、原信託財産のすべてを再信託受託会

社へ移管することを目的とします。

 

(2)販売会社

当ファンドの販売会社として、受益権の募集・販売の取り扱いを行い、投資信託説明書（交付

目論見書）・投資信託説明書（請求目論見書）の交付、運用報告書の交付代行、分配金・解約金

・償還金の支払いおよび分配金の再投資に関する事務などを行います。

 

(3)投資顧問会社

委託会社よりマザーファンドの運用指図に関する権限の委託を受けて、投資判断・発注など

を行います。

 

 

３【資本関係】

 

(1)受託会社

該当事項はありません。

 

(2)販売会社

該当事項はありません。

 

(3)投資顧問会社

該当事項はありません。
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第３【参考情報】
 

当計算期間において、当ファンドにかかる金融商品取引法第25条第１項各号に掲げる書類は、以

下のとおり提出されております。

 

提出年月日 提出書類

平成21年２月12日有価証券届出書の訂正届出書

平成21年２月12日有価証券届出書

平成21年２月12日有価証券報告書

平成21年８月28日有価証券届出書の訂正届出書

平成21年８月28日半期報告書
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独　立　監　査　人　の　監　査　報　告　書

平成２１年１月２１日

インベスコ投信投資顧問株式会社

取　締　役　会　御　中

あ　ら　た　監　査　法　人
 
指　定　社　員
業務執行社員

公認会計士　　　大畑　茂

  

指　定　社　員
業務執行社員

公認会計士　　　松木　克史

  

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲

げられているインベスコ　海外株式オープンの平成１９年１２月１日から平成２０年１２月１日までの計算期間の財務

諸表、すなわち、貸借対照表、損益及び剰余金計算書、注記表並びに附属明細表について監査を行った。この財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎とし

て行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体として

の財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得た

と判断している。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、インベス

コ　海外株式オープンの平成２０年１２月１日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する計算期間の損益の状況

をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

インベスコ投信投資顧問株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

(注)1.上記は、独立監査人の監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券

報告書提出会社)が別途保管しております。

　　2.財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

 

　　次へ
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独立監査人の監査報告書
  

平成20年6月10日 
  

インベスコ投信投資顧問株式会社 
取締役会御中 

  
　　　　　　　　　新日本監査法人 

代　表　社　員
公認会計士 松村 直季 

業務執行社員

業務執行社員 公認会計士 三浦　　昇 

  
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、
「委託会社の経理状況」に掲げられているインベスコ投信投資顧問株式会社の平成１９年４月
１日から平成２０年３月３１日までの第１８期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益
計算書、及び株主資本等変動計算書について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者に
あり、当監査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ
た。監査の基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を
得ることを求めている。監査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適
用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討
することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得た
と判断している。
当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、インベスコ投信投資顧問株式会社の平成２０年３月３１日現在の財産の状態並び
に同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において適正に表示している
ものと認める。
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関
係はない。

以上 

※上記は、独立監査人の監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その

原本は当社が別途保管しております。 
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独　立　監　査　人　の　監　査　報　告　書

平成２２年１月２０日

インベスコ投信投資顧問株式会社

取　締　役　会　御　中

あ　ら　た　監　査　法　人
 
指　定　社　員
業務執行社員

公認会計士　　　大木　一昭

  

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲

げられているインベスコ　海外株式オープンの平成２０年１２月２日から平成２１年１１月３０日までの計算期間の財

務諸表、すなわち、貸借対照表、損益及び剰余金計算書、注記表並びに附属明細表について監査を行った。この財務諸表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎とし

て行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体として

の財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得た

と判断している。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、インベス

コ　海外株式オープンの平成２１年１１月３０日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する計算期間の損益の状

況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

インベスコ投信投資顧問株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定によ

り記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

(注)1.上記は、独立監査人の監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券

報告書提出会社)が別途保管しております。

　　2.財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

 

　　次へ
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独立監査人の監査報告書
  

平成21年6月10日
  

インベスコ投信投資顧問株式会社 
取締役会御中 

  
　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人 

指定有限責任社員
公認会計士 松村 直季 

業務執行社員
指定有限責任社員

公認会計士 三浦　　昇
業務執行社員

  
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、
「委託会社等の経理状況」に掲げられているインベスコ投信投資顧問株式会社の平成２０年４
月１日から平成２１年３月３１日までの第１９期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損
益計算書、及び株主資本等変動計算書について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者
にあり、当監査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ
た。監査の基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を
得ることを求めている。監査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適
用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討
することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得た
と判断している。
当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、インベスコ投信投資顧問株式会社の平成２１年３月３１日現在の財政状態及び同
日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において適正に表示しているもの
と認める。
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関
係はない。

以上 

※上記は、独立監査人の監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その

原本は当社が別途保管しております。 

 
　　次へ
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独立監査人の中間監査報告書
  

平成21年12月10日
  

インベスコ投信投資顧問株式会社 
取締役会御中 

  
　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人 

指定有限責任社員
公認会計士 三浦　　昇

業務執行社員
指定有限責任社員

公認会計士 鴨下 裕嗣
業務執行社員

  
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、
「委託会社等の経理状況」に掲げられているインベスコ投信投資顧問株式会社の平成２１年４
月１日から平成２２年３月３１日までの第２０期事業年度の中間会計期間（平成２１年４月１
日から平成２１年９月３０日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計
算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は
経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することに
ある。
当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準
は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者
の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めてい
る。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行
われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理
的な基礎を得たと判断している。
当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務
諸表の作成基準に準拠して、インベスコ投信投資顧問株式会社の平成２１年９月３０日現在の財
政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成２１年４月１日から平成２１年９月３０
日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関
係はない。

以上 

※上記は、独立監査人の中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、

その原本は当社が別途保管しております。 

 
　　前へ
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